
二
二
三

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性（
三
・
完
）

─
─
真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
議
論
を
素
材
と
し
て
─
─

冨　
　

川　
　

雅　
　

満

Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　

真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
の
基
本
的
問
題
点

　

1　

Schröder

に
よ
る
問
題
提
起
とSchum

ann

に
よ
る
批
判

　

2　

Ｂ
Ｇ
Ｈ 

一 

九
七
九
年
決
定
と
そ
の
後
の
判
例
実
務
の
動
向 

　

3　

二
〇
〇
〇
年
代
に
至
る
ま
で
の
学
説
の
議
論
状
況 

　

4　

小　
　
　

括　
　
（
以
上
、
第
一
二
二
巻
第
三
・
四
号
掲
載
）

Ⅲ　

二
〇
〇
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
判
例
と
学
説
の
推
移

　

1　

Ｂ
Ｇ
Ｈ 

二
〇
〇
一
年
判
決
と
二
〇
〇
三
年
判
決

　

2　

両
判
決
に
対
す
る
学
説
に
よ
る
批
判
的
分
析

　

3　

小　
　
　

括

Ⅳ　

実
主
張
と
欺
罔
行
為
の
関
係
性
お
よ
び
判
断
基
準
に
関
す
る
検
討

　

1　

真
実
主
張
は
欺
罔
に
な
り
う
る
か

　

2　

欺
罔
行
為
の
再
定
義
と
そ
の
判
断
基
準

　

3　

考
慮
さ
れ
る
べ
き
個
別
事
情
の
選
択



二
二
四

　

4　

小　
　
　

括　
　
（
以
上
、
第
一
二
二
巻
第
五
・
六
号
掲
載
）

Ⅴ　

情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
事
例
が
問
題
と
な
っ
た
近
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決

　

1　
A

bo

事
例
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
定
期
契
約
事
例
）

　
　

⑴　

事
案
の
概
要

　
　

⑵　

Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
よ
る
詐
欺
罪
肯
定
判
断

　

2　

Ping–A
nrufe

事
例
（
ワ
ン
切
り
事
例
）

　
　

⑴　

事
案
の
概
要

　
　

⑵　

Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
よ
る
詐
欺
罪
肯
定
判
断

　

3　

小　
　
　

括

Ⅵ　

近
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
の
問
題
点
お
よ
び
そ
の
検
討

　

1　

刑
法
外
規
範
の
違
反
と
欺
罔
行
為
の
存
否

　

2　

錯
誤
概
念
の
規
範
的
評
価
─
─
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
─
─

　

3　

欺
罔
の
看
破
可
能
性
と
Ｅ
Ｕ
指
令
に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像

　

4　
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
基
礎
と
し
た
場
合
の
具
体
的
結
論

Ⅶ　

お
わ
り
に　
　
（
以
上
、
本
号
掲
載
）

Ⅴ　

情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
事
例
が
問
題
と
な
っ
た
近
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決

こ
こ
ま
で
、真
実
主
張
に
よ
る
欺
罔
と
い
う
類
型
は
、と
く
に
判
例
に
お
い
て
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
、学
説
に
お
い
て
も
、

こ
の
事
案
類
型
を
題
材
と
し
て
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
通
信
網
の
飛

躍
的
な
発
展
に
と
も
な
い
、
こ
れ
を
媒
体
と
し
た
取
引
が
日
常
化
し
て
い
る
。
本
稿
で
問
題
と
す
る
欺
罔
類
型
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
情
報
通
信
技



二
二
五

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

術
を
用
い
た
取
引
を
媒
介
と
す
る
も
の
が
増
え
、
そ
の
特
殊
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る（

（（（
（

。
本
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
新
た
な
事
例
群
に
お
け
る
判
例
実
務

の
対
応
を
ま
ず
確
認
す
る
。

1　
A

bo

事
例
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
定
期
契
約
事
例
）（

（（（
（

⑴　

事
案
の
概
要

本
事
例
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
通
じ
た
詐
欺
的
手
法
に
つ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
で
詐
欺
罪
の
成
否
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り（

（（（
（

、
大
要
、
以
下
の

よ
う
な
事
案
で
あ
る
。

被
告
人
ら
は
、
ル
ー
ト
検
索
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
で
提
供
す
る
複
数
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
た
。
当
該
サ
ー
ビ
ス
が
有
償

で
あ
る
と
の
事
実
、
く
わ
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
と
も
な
い
、
定
期
契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
の
事
実
は
Ａ
Ｇ
Ｂ
（
一
般
契
約
条
項
）
等
に
て
明
記
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
当
該
サ
イ
ト
の
訪
問
者
に
と
っ
て
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
認
識
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
当
該
サ
イ

ト
の
利
用
者
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
無
償
で
あ
る
と
考
え
、
利
用
契
約
の
締
結
を
行
っ
た
。

当
該
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
氏
名
、
住
所
と
い
っ
た
個
人
デ
ー
タ
の
登
録
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
デ
ー
タ
記
入
欄
の
上
部
に

は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
関
す
る
説
明
と
、
利
用
登
録
に
と
も
な
っ
て
懸
賞
応
募
が
可
能
で
あ
る
旨
の
説
明
が
み
ら
れ
た
。
当
該
説
明
文
の
末
尾
に
は
ア
ス

タ
リ
ス
ク
記
号
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記
号
は
、
通
常
、
補
足
的
説
明
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
デ
ー
タ
記
入
欄
下
部
に
は
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
を
読

ん
だ
う
え
で
こ
れ
に
同
意
す
る
旨
を
示
す
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
懸
賞
応
募
に
参
加
す
る
意
思
を
示
す
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り
、
利
用
登
録
を
完
了

す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
前
者
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
う
え
で
登
録
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
該
登
録

ペ
ー
ジ
は
、
一
見
す
る
と
、
こ
の
登
録
ボ
タ
ン
で
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
に
は
、
さ
ら
に
下
方
に
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

こ
に
は
、
前
述
の
ア
ス
タ
リ
ス
ク
記
号
の
示
す
補
足
説
明
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
補
足
説
明
の
文
中
お
よ
び
Ａ
Ｇ
Ｂ
中
に
は
、
た
し
か
に
当
該
サ
ー
ビ
ス
の

有
償
性
、
定
期
契
約
の
締
結
に
関
す
る
説
明
が
行
わ
れ
て
い
た
。
な
お
、
被
告
人
ら
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
他
の
サ
イ
ト
で
無
償
で
利
用
で
き
る
も



二
二
六

の
で
あ
っ
た
。

被
告
人
ら
は
、
自
身
ら
の
サ
イ
ト
の
利
用
者
に
、
当
該
サ
イ
ト
が
有
償
で
あ
っ
て
定
期
契
約
の
締
結
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
と
の
事
実
を
認
識
さ
せ

な
い
よ
う
に
意
図
的
に
作
成
し
た
と
し
て
、
詐
欺
罪
の
疑
い
で
訴
追
さ
れ
た
。

⑵　

Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
詐
欺
罪
肯
定
判
断

以
上
の
よ
う
な
事
案
に
基
づ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
二
刑
事
部
は
、
被
告
人
の
行
為
は
欺
罔
行
為
に
あ
た
る
と
し
て
、
詐
欺
罪
を
肯
定
し
た（

（（（
（

。

Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
こ
こ
で
欺
罔
行
為
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
被
告
人
の
故
意
に
関
す
る
詳
細
な
認
定
を
行
っ
て
お
り
、「
被
告
人
の
故
意
が
、
詐
欺
罪
に

い
う
欺
罔
行
為
に
向
け
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
欺
罔
行
為
の
存
在
を
肯
定
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
よ
れ
ば
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
お
よ
び
Ａ
Ｇ

Ｂ
を
詳
細
に
読
め
ば
、
た
し
か
に
サ
ー
ビ
ス
の
有
償
性
お
よ
び
定
期
契
約
の
締
結
の
事
実
は
読
み
取
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
関
す
る
説
明
は
通
常

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
所
で
行
わ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
、
被
告
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
設
計
を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
の
有
償
性
を
隠
蔽
し
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
事
情
に
鑑
み
れ
ば
、「
原
審
が
…
…
［
中
略
］
被
告
人
の
故
意
の
存
在
を
肯
定
し
た
こ
と
に
は
、
法
的
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
な
い
」。
当
該

サ
イ
ト
で
料
金
に
関
す
る
説
明
は
「
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
記
述
と
場
所
的
・
内
容
的
に
関
連
し
た
箇
所
で
な
さ
れ
て
」
お
ら
ず
、「
懸
賞
へ
の
参
加
を

た
び
た
び
強
調
す
る
こ
と
も
、
利
用
者
の
注
意
を
懸
賞
参
加
へ
と
逸
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
当
該
サ
イ
ト
の
全
体
形
成
を
通
じ
て
、
ル
ー
ト
検
索
の
請

求
に
対
し
て
代
金
が
発
生
す
る
と
の
事
実
を
ご
ま
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」（

（（（
（

。
ま
た
、
被
告
人
の
行
為
は
、
価
格
表
示
に
関

す
る
規
則
（Preisangabenverordnung : 

以
下
、PA

ngV

と
略
称
す
る
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
価
格
の
適
正
表
示
義
務（

（（（
（

に
違
反
し
て
い
る
が
、
こ
の

PA
ngV

違
反
か
ら
は
、「
欺
罔
行
為
の
評
価
、
お
よ
び
、
欺
罔
行
為
に
向
け
ら
れ
た
故
意
の
評
価
に
と
っ
て
、
兆
候
的
な
意
味
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う（

（（（
（

。

ま
た
、
被
害
者
の
軽
信
性
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
先
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ 
二
〇
〇
一
年
判
決
お
よ
び
二
〇
〇
三
年
判
決
を
引
用
し
て
、「
た
し
か
に
、

お
よ
そ
不
注
意
な
人
間
を
そ
の
者
自
身
の
不
注
意
な
行
為
か
ら
保
護
す
る
こ
と
は
、
刑
法
の
任
務
で
は
な
い
」
も
の
の
、「
被
害
者
の
軽
信
性
や
錯
誤
惹
起

に
向
け
ら
れ
た
欺
罔
行
為
の
認
識
可
能
性
は
、
法
的
な
理
由
か
ら
欺
罔
行
為
を
失
わ
せ
る
も
の
で
も
、
錯
誤
に
基
づ
い
た
誤
っ
た
表
象
を
排
除
す
る
も
の



詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

二
二
七

で
も
な
い
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い
る
。

本
判
決
で
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
二
刑
事
部
は
、
不
正
な
取
引
慣
行
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令2005/29/EG

（Richtlinie über unlautere Geschäftspraktiken : 
以
下
、U

GP–RL

と
略
称
す
る
）
に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
が
詐
欺
罪
解
釈
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

U
GP–RL

で
は
、
企
業
に
よ
る
不
正
な
取
引
慣
行
か
ら
の
消
費
者
保
護
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
平
均
的
な
消
費
者
」、
す

な
わ
ち
、「
平
均
的
に
理
性
的
で
あ
り
注
意
深
い
消
費
者
」
を
錯
誤
に
陥
れ
う
る
よ
う
な
広
告
が
禁
止
対
象
と
し
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ（

（（（
（

、
国
内

の
刑
法
解
釈
が
Ｅ
Ｕ
指
令
に
則
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば（

（（（
（

、
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
も
、
当
該
指
令
に
い
う
「
情
報
を
与
え

ら
れ
た
、
注
意
力
と
理
解
力
を
持
つ
人
間
を
欺
罔
す
る
の
に
適
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
の
主
張
が
学
説
上
展
開
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
第
二
刑
事

部
は
こ
の
よ
う
な
見
解
に
従
わ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
以
下
の
よ
う
に
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る（

（（（
（

。

「
平
均
的
な
消
費
者
」
を
欺
く
に
適
し
て
い
る
場
合
に
の
み
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、「
Ｅ
Ｕ
指
令
に
則
し
て
解
釈
を
行
う
際
に

許
容
さ
れ
る
程
度
を
超
え
て
、
過
度
に
欺
罔
概
念
と
錯
誤
概
念
を
規
範
化
す
る
こ
と
」
と
な
り
、
妥
当
で
は
な
い
と
い
う
。
第
二
刑
事
部
に
よ
れ
ば
、「
平

均
的
な
消
費
者
」
と
い
う
概
念
は
規
範
的
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
六
三
条
の
要
求
す
る
錯
誤
要
件
は
、「
主
観
的
な
表
象
と
現
実

と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
と
い
う
心
理
学
的
な
事
実
な
の
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
行
為
の
問
題
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
、「
被
欺
罔
者
が
な
に
を
理
解
し
た
で

あ
ろ
う
か
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
被
欺
罔
者
が
な
に
を
理
解
し
た
の
か
」
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
と
す
る（

（（（
（

。

こ
の
錯
誤
要
件
の
規
範
化
と
い
う
問
題
点
を
除
い
た
と
し
て
も
、
本
件
事
例
でU

GP–RL

を
理
由
に
詐
欺
罪
の
可
罰
性
を
制
限
す
る
必
要
は
な
い
と
い

う
。
す
な
わ
ち
、U
GP–RL

に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
と
は
、
要
は
「
状
況
に
応
じ
た
注
意
力
を
持
っ
た
消
費
者
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
、
こ
こ

で
の
注
意
深
さ
の
程
度
は
、「
広
告
対
象
と
さ
れ
た
人
の
性
質
等
や
、
広
告
対
象
と
な
っ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
、
と
く

に
、
日
常
的
な
欲
求
に
基
づ
い
た
価
値
の
低
い
製
品
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
注
意
深
さ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
程
度
の
低
い
も
の
、
つ
ま
り
、
通
り

一
遍
の
も
の
で
よ
い
」
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
二
刑
事
部
に
よ
れ
ば
、U

GP–RL
に
お
い
て
も
、「
軽
信
的
な
消
費
者
が
、
あ
る
取
引
慣
行
や

そ
の
手
法
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
る
製
品
に
対
し
て
、
と
く
に
耐
性
が
な
い
場
合
に
は
、
つ
ね
に
軽
信
的
な
消
費
者
の
観
点
が
標
準
」
と
さ
れ
る（

（（（
（

。



二
二
八

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
二
刑
事
部
は
、A

bo

事
例
に
お
け
る
被
告
人
の
行
為
に
は
、
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
が
肯
定
さ
れ
る
と
し
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
原
審
で
あ
るLG Frankfurt a.M

.

が（
（（（
（

、
実
際
に
当
該
サ
イ
ト
が
有
料
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
利
用
し
、
犯
罪
の
通

知
（Strafanzeige

）（
（（（
（

を
行
っ
た
二
六
一
人
の
う
ち
三
名
を
証
人
と
し
て
尋
問
し
た
結
果
、
錯
誤
が
実
際
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
つ
き
確
証
を
得
ず
、
詐

欺
未
遂
に
と
ど
め
た
点
に
つ
き
、
こ
の
原
審
の
判
断
は
多
数
取
引
に
お
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
詐
欺
既
遂
が
認
め
ら
れ

る
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る（

（（（
（

。

2　

Ping–A
nrufe

事
例
（
ワ
ン
切
り
事
例
）（

（（（
（

⑴　

事
案
の
概
要

前
述
のA

bo

事
例
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
刑
事
部
に
て
、
詐
欺
罪
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
判
決
が
下
さ
れ
た
。
本
事
案

は
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
手
法
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る（

（（（
（

。

被
告
人
ら
は
、
自
動
的
か
つ
瞬
間
的
に
大
量
の
電
話
番
号
に
ダ
イ
ヤ
ル
で
き
る
特
殊
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
、
不
特
定
多
数
の
者
の
携
帯
電
話
を

長
く
と
も
一
度
だ
け
鳴
ら
し
、
着
信
を
受
け
た
者
の
携
帯
電
話
の
画
面
上
に
「
不
在
着
信
」
と
し
て
、
付
加
価
値
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス（

（（（
（

に
接
続
さ
れ
る

電
話
番
号
を
表
示
さ
せ
た
（
い
わ
ゆ
る
「A

npingen

」
と
い
う
手
法
。
わ
が
国
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
ワ
ン
切
り
」
で
あ
る
）。
こ
の
電
話
番
号
に
ダ
イ
ヤ

ル
す
る
と
、
と
く
に
意
味
の
な
い
自
動
録
音
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
こ
と
と
な
り
、
こ
の
電
話
接
続
に
対
し
て
、
九
八
セ
ン
ト
の
利
用
料
が
発
生
し
た
。
こ

の
手
法
で
、
被
告
人
ら
は
二
〇
〇
六
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
に
、
少
な
く
と
も
七
八
万
五
、〇
〇
〇
件
の
通
話
発
信
を
行
っ
た（

（（（
（

。

⑵　

Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
よ
る
詐
欺
罪
肯
定
判
断

以
上
の
事
案
に
つ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
刑
事
部
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
詐
欺
罪
を
認
め
た
原
審
の
判
断
を
支
持
し
た（

（（（
（

。

本
事
案
で
は
、
ま
ず
、
通
話
発
信
と
い
う
行
為
者
態
度
に
含
ま
れ
る
説
明
価
値
が
問
題
と
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
瞬
間
的
に
通
話
発
信
接
続
を
行
い
、



二
二
九

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

相
手
方
の
携
帯
電
話
に
電
話
番
号
を
残
す
行
為
は
、
そ
れ
自
体
、「
い
か
な
る
情
報
内
容
も
有
し
て
い
な
い
意
味
の
な
い
事
象
」
と
も
い
え
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

欺
罔
行
為
を
認
め
る
前
提
と
な
る
説
明
価
値
が
存
在
し
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（（（
（

。
こ
の
点
に
つ
き
、
第
三
刑
事
部
は
、
被
告
人
の
態
度
に

は
二
種
類
の
説
明
価
値
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
ず
、
ひ
と
つ
に
は
、
通
話
発
信
に
は
「
通
話
発
信
者
が
着
信
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う

と
し
て
い
る
と
の
説
明
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
実
際
に
被
告
人
は
被
害
者
ら
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

点
に
虚
偽
の
説
明
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
第
三
刑
事
部
に
よ
れ
ば
、「
一
般
的
見
地
に
よ
れ
ば
、
電
話
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
他
人
の
電
話
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
こ
と
は
、
当
事
者
同
士
で
な
に
が
し
か
異
な
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い

る
場
合
を
除
け
ば
、
着
信
を
受
け
た
平
均
的
な
携
帯
電
話
利
用
者
か
ら
す
れ
ば
、
通
話
発
信
者
が
そ
の
電
話
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
利

用
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
」（

（（（
（

。

も
う
一
点
に
、
被
告
人
に
よ
る
通
話
発
信
に
は
、「
携
帯
電
話
所
有
者
と
そ
の
通
信
網
運
営
者
と
の
あ
い
だ
で
取
り
決
め
ら
れ
た
固
定
利
用
額
を
超
え
た

費
用
が
発
生
す
る
こ
と
な
く
、
携
帯
電
話
に
残
さ
れ
た
番
号
へ
の
折
返
電
話
が
行
わ
れ
る
」
と
の
説
明
価
値
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
刑
事

部
に
よ
れ
ば
、「
推
断
的
欺
罔
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、［
行
為
者
の
：
筆
者
補
足
］
沈
黙
に
よ
る
説
明
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、

こ
の
確
認
の
際
に
は
、
社
会
生
活
上
の
通
念
を
手
掛
か
り
に
、
あ
る
（
沈
黙
の
）
説
明
に
法
律
な
い
し
［
当
事
者
間
の
：
筆
者
補
足
］
取
り
決
め
に
基
づ

い
て
特
定
の
内
容
が
認
め
ら
れ
る
と
の
状
況
も
考
慮
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
為
者
態
度
に
、
法
律
や
当
事
者
間
の
取
り
決
め
に
よ
っ
て
い
わ
ば

「
規
範
的
に
事
前
に
構
成
さ
れ
る
説
明
内
容
」
が
含
ま
れ
、
こ
の
説
明
内
容
と
現
実
と
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
推
断
的
欺
罔
が
肯
定
さ
れ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
前
提
に
し
た
場
合
、「
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
番
号
を
着
信
記
録
に
残
す
こ
と
は
、
…
…
［
中
略
］
今
日
の
法
的
状
況

か
ら
す
れ
ば
、
Ｔ
Ｋ
Ｇ
［T

elekom
m

unikationsgesetz

（
電
気
通
信
法
）：
筆
者
補
足
。
以
下
、
Ｔ
Ｋ
Ｇ
と
略
称
す
る
］
第
六
六
条
ｋ（

（（（
（

を
根
拠
に
法
的

に
許
容
さ
れ
て
い
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら（

（（（
（

、
着
信
を
受
け
た
者
に
対
し
て
、「
折
返
電
話
が
通
常
よ
り
も
高
い
費
用
と
は
結
び
つ
い
て
な
い
」
と
の
説
明
内

容
は
、
行
為
者
が
被
害
者
の
携
帯
電
話
の
着
信
履
歴
に
付
加
価
値
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
番
号
を
残
す
こ
と
で
、
伝
達
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る（

（（（
（

。

た
し
か
に
、
被
告
人
ら
が
用
い
た
電
話
番
号
が
〇
一
三
七
か
ら
は
じ
ま
り
、
こ
れ
が
付
加
価
値
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に



二
三
〇

鑑
み
れ
ば
、
着
信
番
号
を
入
念
に
確
認
し
た
場
合
に
、
当
該
錯
誤
は
回
避
可
能
と
も
い
え
る
が（

（（（
（

、
こ
の
点
に
つ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
刑
事
部
は
、「
こ
の
錯
誤

が
回
避
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
の
事
情
は
…
…
［
中
略
］、
こ
の
構
成
要
件
要
素
の
充
足
を
阻
害
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
と
い
う

の
も
、「
被
告
人
が
当
該
錯
誤
を
惹
起
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
番
号
を
着
信
者
の
携
帯
電
話
に
残
す
と
い
う
隠
蔽
方
法
か
ら
も
明
ら

か
」
で
あ
っ
て
、「
被
告
人
が
意
識
的
に
通
話
発
信
の
時
期
に
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
を
選
択
し
た
」
こ
と
か
ら
し
て
も
、「
被
告
人
ら
に
よ
っ
て
予
測
さ
れ
、

着
信
を
受
け
た
者
に
お
い
て
も
実
際
に
存
在
し
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
挨
拶
を
逃
し
た
に
違
い
な
い
と
の
期
待
内
容
が
、
折
返
番
号
を
調
査
し
よ
う
と
す
る

入
念
さ
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
」
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（（（
（

。

ま
た
、
実
際
に
ど
の
程
度
の
被
欺
罔
者
が
錯
誤
さ
れ
た
か
に
つ
き
、
事
実
審
で
あ
るLG O

snabrück

は
九
名
を
証
人
と
し
て
尋
問
し
、
全
体
に
対
し

て
詐
欺
既
遂
罪
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
刑
事
部
は
、
過
去
の
裁
判
例
を
指
示
し
た
う
え
で
、
い
わ
ゆ
る
「
事
物
思
考
的
な

共
同
意
識
（sachgedankliches M

itbew
usstsein

）」
の
法
形
象
か
ら
す
れ
ば
、
証
人
尋
問
を
受
け
て
い
な
い
そ
の
余
の
被
欺
罔
者
に
お
い
て
も
、
同

様
の
錯
誤
が
生
じ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
錯
誤
の
有
無
が
現
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
者
に
対
し
て
も
詐
欺
既
遂
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
問
題
は

な
い
と
し
て
い
る（

（（（
（

。

以
上
の
理
由
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
刑
事
部
は
当
該
事
案
に
お
い
て
詐
欺
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
。
本
件
事
案
は
、
契
約
申
込
書
お
よ
び
一
般
契
約
条
項

等
に
て
真
実
が
明
記
さ
れ
て
い
た
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
やA

bo

事
例
と
は
異
な
り
、
行
為
者
に
よ
っ
て
真
実
が
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
刑
事
部
の
判
断
に
従
え
ば
、Ping–A

nrufe
事
例
で
は
、「
通
話
発
信
者
が
真
摯
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
要
求
を
有
し
て
い
る
」

こ
と
、
お
よ
び
「
折
返
通
話
発
信
が
特
別
な
費
用
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
欺
罔
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

点
に
つ
き
、行
為
者
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
」と
か「
特
別
な
費
用
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」と
い
っ
た
説
明
を
行
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
刑
事
部
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、本
件
事
案
で
は
、行
為
者
に
よ
る
欺
罔
が
看
破
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
錯
誤
が
回
避
可
能
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
請
求
書
類
似
書
類
事
例
やA

bo

事
例
と
の
共
通
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る（

（（（
（

。



二
三
一

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

3　

小　
　
　

括

本
章
で
は
、
情
報
通
信
技
術
を
用
い
て
、
行
為
者
が
対
多
数
に
向
け
て
欺
罔
行
為
を
行
っ
た
場
合
で
、
被
害
者
が
入
念
に
調
査
し
た
な
ら
ば
行
為
者
に

よ
る
欺
罔
を
看
破
で
き
た
事
例
に
関
す
る
二
つ
の
ド
イ
ツ
判
例
を
参
照
し
て
き
た
。
本
章
の
小
括
と
し
て
、A

bo

事
例
お
よ
びPing–A

nrufe

事
例
で
の

判
断
理
由
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
次
章
で
の
検
討
題
材
を
提
示
す
る
。
そ
れ
に
先
駆
け
て
、
い
ま
い
ち
ど
、A

bo

事
例
とPing–A

nrufe

事
例

の
共
通
点
、
相
違
点
、
両
事
例
と
先
の
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
と
の
異
同
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

本
章
で
参
照
し
たA

bo
事
例
、Ping–A

nrufe

事
例
に
対
し
て
は
、
学
説
上
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
と
の
類
似
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。A

bo

事
例
に
お
い
て
は
、
こ
の
類
似
性
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
行
為
者
は
、
自
身
の
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
上
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
有
料
で
あ
っ
て
、そ
の
利
用
が
定
期
契
約
を
締
結
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、一
見
し
て
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、

説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
サ
イ
ト
の
形
態
上
、
こ
の
利
用
が
無
償
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
が
利
用
者
に
お
い
て
惹
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ま
さ
し
く
、
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
で
の
行
為
に
類
似
し
た
も
の
と
い
え
る（

（（（
（

。
た
だ
し
、
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
で
は
、
被
害
者
が
行
為
者
の

提
供
す
る
給
付
と
類
似
し
た
給
付
を
す
で
に
受
け
て
い
た
の
に
対
し
て
、A

bo

事
例
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
前
の
給
付
が
み
ら
れ
ず
、
そ
の
点
に
両
事
例

の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る（

（（（
（

。

他
方
、Ping–A

nrufe

事
例
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
行
為
者
が
真
実
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
大
き
な
相
違
点
が
あ
る
。
く
わ
え
て
、

個
々
の
被
害
額
が
〇
・
九
八
セ
ン
ト
と
僅
少
で
あ
る
こ
と
も
、
本
件
事
案
の
特
徴
で
あ
る（

（（（
（

。
た
だ
し
、
電
話
番
号
を
入
念
に
確
認
し
た
場
合
に
真
実
が
被
害

者
に
お
い
て
認
識
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
行
為
者
が
こ
の
真
実
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
偽
装
を
施
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、Ping–A

nrufe

事
例
も

請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
と
共
通
点
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
学
説
上
も
、
両
事
例
を
パ
ラ
レ
ル
に
検
討
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る（

（（（
（

。
い
ず
れ
の
事
案
に
お

い
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
断
は
、
被
害
者
に
よ
る
欺
罔
の
看
破
可
能
性
が
い
か
に
詐
欺
罪
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
論
点
に
密
接
に
関
連
し
て
い

る
と
い
え
る
。



二
三
二

以
上
の
よ
う
な
事
案
構
造
の
相
違
点
、
共
通
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
学
説
で
の
議
論
状
況
を
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
際
に
、
と
り
わ
け
、

以
下
の
三
点
、
ⓐ
刑
法
外
規
範
の
違
反
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
、
ⓑ
錯
誤
概
念
の
規
範
化
、
ⓒ
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
が
欺
罔
行
為
判
断
に
与
え
る

影
響
に
着
目
す
る
こ
と
と
す
る
。

A
bo

事
例
お
よ
びPing–A

nrufe

事
例
で
は
、
と
も
に
欺
罔
行
為
を
根
拠
づ
け
る
に
際
し
て
、
ⓐ
行
為
者
の
態
度
が
刑
法
外
規
範
に
違
反
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。A

bo

事
例
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
価
格
表
示
に
関
す
る
規
則
（PA

ngV

）
を
参
照
し
、
行
為
者
の
作
成
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト
はPA

ngV

に
違
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
行
為
者
に
よ
る
真
実
の
指
摘
は
た
し
か
に
認
識
可
能
で
は
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
隠
匿
的

な
も
の
で
あ
っ
て
、
欺
罔
行
為
を
肯
定
す
る
に
足
り
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
のPA

ngV

は
、
刑
罰
規
範
で
は
な
く
、
行
政
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
刑
法
外
規
範
が
一
定
の
解
釈
指
針
と
な
る
こ
と
を
、A

bo

事
例
で
裁

判
実
務
は
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
事
情
は
、Ping–A

nrufe

事
例
に
お
い
て
も
み
ら
れ
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
電
気
通
信
法
（
Ｔ
Ｋ
Ｇ
）
を
参
照
し

た
う
え
で
、
欺
罔
行
為
の
存
否
を
判
断
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
よ
れ
ば
、
Ｔ
Ｋ
Ｇ
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
、
行
為
者
態
度
に
は
折
返
発
信
の
費

用
に
関
す
る
説
明
価
値
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。で
は
、刑
法
外
規
範
の
違
反
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、欺
罔
行
為
の
存
否
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ

て
、
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
り
う
る
の
か
。
刑
法
外
規
範
が
欺
罔
行
為
の
解
釈
に
与
え
る
影
響
が
問
題
と
な
る
。

つ
い
で
、A

bo

事
例
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
欺
罔
の
看
破
可
能
性
と
関
連
し
て
、
欺
罔
行
為
概
念
と
ⓑ
錯
誤
概
念
の
規
範
化
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
六
三
条
に
い
う
錯
誤
要
件
は
、
心
理
学
的
な
事
実
で
あ
っ
て
、
現
実
に
被
害
者
が
行
為
者
態
度
を
い
か
に
解
し

た
か
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
一
般
人
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
う
る
か
を
基
礎
と
す
る
こ
と
は
、
錯
誤
概
念
の
規
範
化
で
あ
っ
て
許

容
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
前
章
で
確
認
し
た
両
事
例
は
、
と
も
に
大
多
数
に
向
け
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
客
観
的
欺
罔
適
性
を
判
断

す
る
う
え
で
、
よ
り
一
般
的
な
観
点
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
錯
誤
概
念
の
具
体
的
個
別
性
を
放
棄
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
錯
誤
者
の
認
定
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
両
事
例
に
お
い
て
そ
の
程
度
を
緩
和
さ
せ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯



二
三
三

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

電
話
と
い
う
情
報
通
信
媒
体
の
利
用
は
多
数
に
対
す
る
情
報
発
信
を
可
能
と
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
欺
罔
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
錯
誤
の
認
定
の
点
で

困
難
を
と
も
な
う
。
つ
ま
り
、
具
体
的
に
だ
れ
が
錯
誤
し
て
い
た
の
か
の
証
明
が
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
困
難
性
は
、
詐
欺
既
遂
に
お
い
て
錯
誤
発
生
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
既
遂
と
未
遂
と
の
区
分
に
関
連
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
両
事
案
と
も
に
、
詐
欺
既
遂
で
あ
る
こ
と
を

認
め
て
お
り
、
錯
誤
要
件
の
充
足
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
具
体
的
に
だ
れ
が
錯
誤
に
陥
っ
た
か
を
認
定
せ
ず
と
も
、
限
ら
れ
た
証

人
に
お
い
て
錯
誤
発
生
の
証
明
が
得
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
行
為
者
態
度
が
向
け
ら
れ
た
全
体
に
対
し
て
、
詐
欺
既
遂
罪
が
肯
定
さ
れ
う
る
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、Ping–A

nrufe

事
例
に
お
い
て
は
、「
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
（sachgedankliches M

ittbew
usstsein

）」（
（（（
（

の
法
形
象
を

用
い
る
こ
と
で
、
一
般
人
を
基
準
と
し
て
錯
誤
発
生
を
肯
定
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
た
場
合
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
錯
誤
の
規
範
化
に
関

す
る
態
度
は
、
一
見
し
て
、
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
二
〇
〇
一
年
判
決
でSchröder

の
見
解
を
基
礎
と
し

て
い
た
が
、Schröder

自
身
は
詐
欺
既
遂
罪
に
と
っ
て
具
体
的
な
錯
誤
者
の
認
定
を
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て（

（（（
（

、
こ
の
点
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は

Schröder

の
見
解
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
の
見
解
に
従
え
ば
、
欺
罔
行
為
は
「
許
さ
れ
ざ
る
情
報
格
差
の
利
用
」
と
し
て
、
行
為
者

の
偽
装
の
程
度
と
被
害
者
の
情
報
収
集
の
程
度
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
の
被
害
者
の
情
報
収
集
措
置
の
検
討
は
、
一
般
人
と
の
比
較
を

前
提
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
批
判
す
る
錯
誤
概
念
の
規
範
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
い
う
錯
誤
概

念
の
規
範
化
と
錯
誤
認
定
の
抽
象
化
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
、
二
つ
目
の
検
討
対
象
と
な
る
。

三
つ
目
の
問
題
と
し
て
、
ⓒ
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
の
欺
罔
行
為
の
判
断
に
お
け
る
重
要
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。U

GP–RL

に
い
う
「
平
均
的
な
消
費

者
」
像
と
詐
欺
罪
解
釈
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、Abo

事
例
で
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
が
と
く
に
重
点
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、実
の
と
こ
ろ
、

公
判
開
始
が
争
わ
れ
たLG Frankfurt a.M

.

お
よ
びO

LG Frankfurt a.M
.

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。LG Frankfurt a.M

. 

に
よ
れ
ば
、「
平
均

的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
を
基
準
と
す
れ
ば
、
お
そ
く
と
も
個
人
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
内
容
を
入
念
に
調

査
す
る
こ
と
が
利
用
者
に
は
誘
引
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
た
と
え
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
デ
ー
タ
入
力
を
懸
賞
の
た
め
に

必
要
な
も
の
と
捉
え
て
い
た
と
し
て
も
、
繊
細
に
扱
わ
れ
る
べ
き
個
人
デ
ー
タ
の
入
力
か
ら
は
、
こ
の
デ
ー
タ
登
録
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
背
景
に
つ
い



二
三
四

て
事
前
に
入
念
に
調
べ
る
こ
と
が
利
用
者
に
要
求
さ
れ
る
か
ら
」
で
あ
る（

（（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、O
LG Frankfurt a.M

. 

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の

注
意
深
さ
は
類
型
的
に
通
常
よ
り
も
低
く
、
こ
の
事
情
を
も
と
に
す
れ
ば
、
平
均
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
入
手
可
能
な
情
報
を

徹
底
的
に
完
全
に
知
覚
す
る
」
こ
と
ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い
と
い
う（

（（（
（

。

こ
の
点
に
つ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
そ
の
よ
う
な
平
均
的
視
座
が
そ
も
そ
も
不
要
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
が
、
こ
の
「
平
均
的
な
消
費
者
」
の
概
念
は
、

客
観
的
欺
罔
適
性
を
検
討
す
る
う
え
で
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
「
客
観
的
に
錯
誤
を
惹
起
す
る
だ
け
の
適
性
を
有
し
た
欺
罔
」
が
欺
罔
行

為
を
肯
定
す
る
に
は
必
要
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
客
観
性
を
担
保
す
る
「
平
均
人
」
と
い
う
標
準
を
欺
罔
行
為
の
な
か
で
考
慮
す

る
こ
と
に
は
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
立
場
に
親
和
性
が
み
ら
れ
、
こ
のU

GP–RL

の
法
形
象
は
、
詐
欺
罪
の
解
釈
に
影
響
を
与
え
う
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、本
稿
に
い
う
「
許
さ
れ
ざ
る
情
報
格
差
の
利
用
」
に
お
い
て
も
、「
許
さ
れ
ざ
る
」
と
の
規
範
的
評
価
が
客
観
的
欺
罔
適
性
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

と
り
わ
け
、
被
害
者
の
情
報
収
集
措
置
を
検
討
す
る
う
え
で
、
一
般
人
に
求
め
ら
れ
る
措
置
と
の
比
較
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、U

GP–

RL

に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
の
詐
欺
罪
に
お
け
る
有
用
性
は
、
な
お
詳
細
な
検
討
の
余
地
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
ⓐ
刑
法
外
規
範
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
、
ⓑ
錯
誤
概
念
の
規
範
化
、
ⓒ
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
の
欺
罔
行
為
判
断
に
対
す
る
影
響
の
三
つ

の
論
点
に
つ
い
て
、
次
章
で
は
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Ⅵ　

近
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
の
問
題
点
お
よ
び
そ
の
検
討

前
章
の
小
括
に
お
い
て
、A

bo

事
例
お
よ
びPing–A

nrufe

事
例
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
詐
欺
罪
解
釈
上
の
問
題
点
を
示
し
た
が
、
本
章
で
は
そ
れ
ら

の
論
点
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
最
後
に
、A

bo

事
例
お
よ
びPing–A

nrufe

事
例
の
具
体
的
帰
結
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
る
。



二
三
五

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

1　

刑
法
外
規
範
の
違
反
と
欺
罔
行
為
の
存
否（

（（（
（

A
bo

事
例
、Ping–A

nrufe

事
例
は
と
も
に
推
断
的
欺
罔
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
推
断
的
欺
罔
を
判
断
す
る
際
に
は
、
行
為
者
態
度
に
含
ま
れ
る

説
明
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
説
明
価
値
が
現
実
の
事
情
と
齟
齬
を
生
じ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
判
断
基
準
に
関
し
て
、

か
つ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、「
言
葉
に
さ
れ
て
い
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
容
は
、
本
質
的
に
、
説
明
者
の
認
識
す
る
限
り
で
の
説
明
の
受
け
手
の
視
点
、

お
よ
び
関
与
者
の
明
白
な
期
待
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、「
そ
の
よ
う
な
期
待
は
、
本
質
的
に
、
各
々
の
商
取
引
で
の
一
般
的
な
考
え
方

や
、
具
体
的
状
況
に
お
い
て
重
要
と
な
る
法
的
規
範
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
見
解
に
あ
っ
て
は
、
行
為
者

の
口
頭
・
書
面
以
外
で
の
い
わ
ば
非
言
語
的
な
説
明
を
相
手
方
が
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
が
重
要
で
あ
っ
て
、そ
の
際
の
理
解
の
標
準
は
、

取
引
関
与
者
の
明
白
な
期
待
（
事
実
的
観
点
）、
具
体
的
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
取
引
類
型
で
の
一
般
的
考
え
、
お
よ
び
関
連
法
規
（
規
範
的
観
点
）
を
手

掛
か
り
に
形
成
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
、
各
行
為
者
の
行
為
が
、A

bo

事
例
に
お
い
て
はPA

ngV

へ
の
違
反
を
、Ping–A

nrufe

事
例
で
は
Ｔ
Ｋ
Ｇ
へ
の

違
反
を
、「
欺
罔
行
為
の
評
価
、
お
よ
び
、
欺
罔
行
為
に
向
け
ら
れ
た
故
意
の
評
価
に
と
っ
て
、
兆
候
的
な
意
味
が
認
め
ら
れ
る
」（

（（（
（

と
し
て
い
る
こ
と
に
も

沿
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
法
規
範
の
禁
止
事
項
に
抵
触
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
法
規
定
等
を
通
じ
て
、
説
明
の
受
け
手
の
期
待
と
し
て
行

為
者
態
度
の
説
明
価
値
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、PA

ngV

第
一
条
六
項
二
文
で
、
価
格
表
示
は
消
費
者
に
と
っ
て
容
易
に
認
識
可

能
な
い
し
明
ら
か
に
判
読
可
能
、
ま
た
は
十
分
に
知
覚
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、A

bo

事
例
で
問
題
と
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
利
用
者
は
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
前
に
、
こ
れ
が
有
償
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
知
覚
で
き
る
状
況
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
実
際
に
は
、
有
償
性
の
説
明
は
、
補
足
説
明
文
中
や
Ａ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
の
で
、
こ
の
点
で
、A

bo

事
例
の
行
為
者
の

行
為
に
はPA

ngV

違
反
が
認
め
ら
れ
る（

（（（
（

。
他
方
、Ping–A

nrufe

事
例
で
も
、
前
述
の
よ
う
に
Ｔ
Ｋ
Ｇ
に
お
い
て
、
付
随
価
値
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
事

前
の
通
知
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
刑
法
外
規
範
へ
の
抵
触
が
見
て
取
ら
れ
る（

（（（
（

。
こ
の
刑
法
外
規
範
の
問
題
は
、
わ
が
国
で
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は
、
た
と
え
ば
、A

bo

事
例
の
よ
う
な
場
合
で
は
、
電
子
消
費
者
契
約
法
三
条（

（（（
（

と
の
関
連
が
問
題
と
な
ろ
う
。

前
述
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
基
準
に
従
え
ば
、A

bo

事
例
、Ping–A

nrufe

事
例
で
の
行
為
者
ら
の
行
為
が
関
連
法
規
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、

相
手
方
は
、
行
為
者
態
度
の
な
か
にPA

ngV

お
よ
び
Ｔ
Ｋ
Ｇ
に
「
抵
触
し
て
い
な
い
」
と
い
う
説
明
価
値
を
期
待
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
期
待
に
違

反
し
て
い
る
場
合
、
推
断
的
欺
罔
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う（

（（（
（

。
た
だ
し
、
刑
法
外
規
範
の
違
反
が
即
座
に
欺
罔
行
為
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
消
費

者
保
護
規
定
が
、
広
範
な
義
務
づ
け
を
企
業
側
に
課
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
す
べ
て
の
民
事
規
定
違
反
が
、
…
…
［
中
略
］
推
断
的
欺
罔
を
肯
定

す
る
結
論
に
い
た
り
う
る
わ
け
で
は
な
い
」（

（（（
（

。
た
と
え
ば
、Abo

事
例
の
よ
う
な
行
為
態
様
は
、現
在
で
は
、ド
イ
ツ
民
法
典
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
三
一
二
条
ｊ
（
い

わ
ゆ
る
「Button–Lösung
」）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
企
業
側
の
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
規
定
に
違
反
す
る
場
合
、
契
約
が
そ
も
そ
も
成
立
し

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る（

（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
規
定
に
基
づ
い
て
、
契
約
の
成
立
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
の
す
べ
て
で
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
が
肯

定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
、「
民
事
法
と
刑
事
法
と
を
広
く
一
致
さ
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
法
秩
序
の
統
一
性
と
い
う
論
拠
は
、
刑
法

の
補
充
的
性
格
と
一
致
し
え
な
い
」
と
の
主
張
も
学
説
で
は
な
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
あ
る
い
は
、
真
実
主
張
に
よ
る
欺
罔
の
類
型
に
お
い
て
、
前
述
のG

arbe

の
全
体
印
象
説
に
基
づ
い
た
場
合
、
や
は
り
、
決
定
的
と
な
る
の
は
、
そ
の
利
用
が
無
償
で
あ
る
と
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
全
体
の
印
象
が
、
有
償

性
の
指
摘
を
覆
い
隠
す
ほ
ど
に
強
く
形
成
さ
れ
て
い
る
か
否
か
で
あ
っ
て
、
民
事
法
やPA

ngV

と
い
っ
た
諸
規
定
の
違
反
す
べ
て
が
欺
罔
と
な
る
わ
け

で
は
な
い
と
解
さ
れ
よ
う（

（（（
（

。
こ
れ
は
、Ping–A

nrufe

事
例
に
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
。
行
為
者
の
行
為
が
Ｔ
Ｋ
Ｇ
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
即
座
に
、
当
該
規
定
に
違
反
し
て
い
な
い
と
い
う
説
明
価
値
が
行
為
者
態
度
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

刑
法
外
規
範
と
欺
罔
行
為
の
説
明
価
値
と
が
直
接
的
に
結
び
つ
き
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、Ｂ
Ｇ
Ｈ
自
身
も
、Abo

事
例
でPA

ngV

違
反
が「
欺

罔
行
為
の
評
価
に
と
っ
て
、
…
…
兆
候
的

0

0

0

な
意
味
が
認
め
ら
れ
る
［
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
］」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
一
定
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。「
兆
候
（Indiz

）」
と
い
う
言
い
回
し
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
行
為
態
様
が
刑
法
外
規
範
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詐
欺
罪
に
い

う
欺
罔
行
為
に
な
り
う
る
兆
候
が
看
取
さ
れ
た
と
し
て
も
、
具
体
的
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
兆
候
が
結
論
に
お
い
て
は
否
定
さ
れ
る
場
合
も
想
定
さ

れ
う
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
兆
候
が
否
定
さ
れ
る
か
に
つ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
な
ん
ら
示
唆
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
Ｂ
Ｇ
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詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

Ｈ
の
見
解
に
は
不
明
確
さ
は
残
る（

（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
行
為
者
態
度
が
な
ん
ら
か
の
刑
法
外
規
範
に
違
反
し
て
い
る
場
合
、
当
該
態

度
か
ら
刑
法
外
規
範
違
反
の
不
存
在
を
読
み
取
る
こ
と
が
、
説
明
の
受
け
手
に
は
原
則
的
に
許
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
作
為
に
よ
る
欺
罔

行
為
が
肯
定
さ
れ
る
が
、
個
別
具
体
的
事
情
に
よ
っ
て
は
、
例
外
的
に
そ
の
よ
う
な
推
測
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
本
稿
の
扱
う
事

例
の
よ
う
に
、
行
為
者
が
真
実
を
述
べ
て
い
る
と
い
っ
た
限
界
事
例
で
は
、
や
は
り
、
行
為
者
の
偽
装
の
程
度
と
被
害
者
の
情
報
収
集
措
置
の
程
度
と
が

精
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
刑
法
外
規
範
違
反
は
、
作
為
に
よ
る
欺
罔
の
み
な
ら
ず
、
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
に
お
い
て
も
考
慮
さ
れ
う
る
事
情
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｔ
Ｋ

Ｇ
第
六
六
条
ａ
で
は（

（（（
（

、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
価
格
表
示
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
表
示
義
務
は
詐
欺
罪
に
い
う
告
知
義
務
を
基
礎
づ

け
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
義
務
の
違
反
は
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
と
な
り
う
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、A

bo

事
例
、Ping–A

nrufe

事
例
と
も
に
、
推
断
的
欺

罔
と
し
て
作
為
に
よ
る
欺
罔
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
行
為
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
検
討
は
不
要
と
な
る
が（

（（（
（

、
刑
法
外

規
範
違
反
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
を
検
討
す
る
際
に
は
、
刑
法
外
規
範
で
の
通
知
義
務
が
詐
欺
罪
に
い
う
告
知
義
務
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
は
、
重
要

な
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
詐
欺
罪
に
い
う
保
護
法
益
が
財
産
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
純
粋
な
通
知
義
務
は
詐
欺
罪
に
い
う
告
知
義
務
を
基
礎

づ
け
な
い
と
い
う
見
解
が
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。こ
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、Ｔ
Ｋ
Ｇ
第
六
六
条
ａ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
告
知
義
務
は
、電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
の
財
産
を
不
当
な
広
告
活
動
等
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
価
格
表
示
義
務
は
財
産
と
関
連
し
た
告
知
義
務
を
基
礎

づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う（

（（（
（

。PA
ngV

で
規
定
さ
れ
る
価
格
表
示
義
務
も
同
様
の
も
の
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
詐
欺
罪
に
い
う
告
知
義
務
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
行
為
者
と
被
害
者
の
あ
い
だ
に
特
別
な
信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
、
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
よ
り
限
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
限
定
を
付
す
な
ら
ば
、
当

該
通
知
義
務
が
財
産
と
関
連
し
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、A

bo

事
例
に
お
い
て
も
、Ping–A

nrufe

事
例
に
お
い
て
も
、
行
為
者
と
被
害
者

ら
と
の
あ
い
だ
に
は
、
特
別
な
信
頼
関
係
を
基
礎
づ
け
る
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う（

（（（
（

。
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2　

錯
誤
概
念
の
規
範
的
評
価
─
─
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
─
─

一
般
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
錯
誤
と
は
、
詐
欺
罪
に
お
け
る
結
果
要
件
な
い
し
財
産
的
損
害
と
い
う
最
終
結
果
に
至
る
ま
で
の
中
間
的
結
果
要
件
で

あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（

（（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
、被
害
者
に
錯
誤
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
は
、詐
欺
未
遂
が
認
め
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
結
論
自
体
は
、

わ
が
国
に
お
い
て
も
同
様
に
解
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
詐
欺
既
遂
罪
が
肯
定
さ
れ
る
に
は
、
被
害
者
に
お
い
て
錯
誤
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
証
明

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
錯
誤
は
、
前
章
で
扱
っ
たA

bo

事
例
、Ping–A
nrufe

事
例
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
通
信
技
術
を
用
い
た
不
特
定
多
数
を
対
象

と
す
る
詐
欺
事
例
に
お
い
て
は
、
詐
欺
罪
の
可
罰
性
を
検
討
す
る
う
え
で
、
非
常
に
困
難
な
障
害
と
な
る
。
た
と
え
ば
、Ping–A

nrufe

事
例
で
、
行
為

者
は
、
独
自
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
る
こ
と
で
、
七
八
万
五
、〇
〇
〇
件
の
通
話
発
信
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
事
実
審
の
認
定
に
よ
れ
ば
そ
の
う

ち
六
六
万
人
が
折
返
電
話
を
行
っ
た
と
い
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
で
実
際
に
六
六
万
人
全
員
に
錯
誤
が
生
じ
て
い
た
か
を
逐
次
証
明
す
る
こ
と

は
、
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
事
実
審
は
九
名
の
証
人
尋
問
の
結
果
、
八
名
が
錯
誤
に
基
づ
い
て
折
返
電
話
を
行
っ
た
こ
と
を
認
め
、
こ
の
認
定

か
ら
、
六
六
万
人
の
う
ち
全
体
の
八
割
に
あ
た
る
五
二
万
八
、〇
〇
〇
人
に
錯
誤
が
生
じ
た
も
の
と
結
論
づ
け
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
も
こ
の
結
論
を
支
持
し
た
の
で
あ

る
。A

bo

事
例
に
お
い
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
犯
罪
の
通
知
を
行
っ
た
二
六
一
名
の
う
ち
の
三
名
を
証
人
と
し
て
尋
問
し
た
結
果
、
錯
誤
の
存
在
を
確
信
す

る
に
至
ら
ず
に
詐
欺
未
遂
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
Ｌ
Ｇ
の
認
定
に
対
し
て
、
詐
欺
既
遂
罪
の
成
立
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｂ

Ｇ
Ｈ
の
結
論
か
ら
す
れ
ば
、
多
数
に
対
し
て
欺
罔
が
行
わ
れ
て
い
た
場
合
に
、
そ
の
証
明
の
難
易
度
を
考
慮
し
て
、
錯
誤
の
証
明
の
程
度
を
緩
和
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

錯
誤
の
証
明
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
Ｂ
Ｇ
Ｈ
自
身
は
「
処
分
行
為
者
が
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
か
ど
う
か
を
裁
判
所
が
確
信
す
る
こ
と
は
、
い
か

な
る
場
合
で
も
、
法
廷
で
行
わ
れ
る
」（

（（（
（

と
述
べ
て
お
り
、
厳
格
な
要
求
が
な
さ
れ
て
い
た（

（（（
（

。
た
と
え
ば
、
学
説
に
お
い
て
も
、
多
数
を
対
象
と
す
る
詐
欺

罪
が
問
題
と
な
る
事
例
で
は
、「
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
示
し
た
証
明
の
程
度
の
要
求
に
鑑
み
れ
ば
、
…
…
［
中
略
］
錯
誤
の
存
在
は
、
し
ば
し
ば
証
明
さ
れ
え
ず
、
さ



二
三
九

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

れ
る
と
し
て
も
ご
く
わ
ず
か
な
事
例
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
合
、
欺
罔
が
失
敗
し
た
（
錯
誤
惹
起
さ
れ
な
か
っ
た
あ
る
い
は
錯
誤
は
存
在

す
る
が
折
返
電
話
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
）
場
合
と
同
様
に
、
詐
欺
未
遂
に
留
ま
る
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、A

bo

事
例
お
よ
びPing–A

nrufe

の
事
例
で
、
一
定
程
度
、
錯
誤
の
存
在
を
推
測
に
よ
っ

て
確
認
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
は
、「
被
害
者
が
な
に
を
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
か
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
被
害
者
が

な
に
を
理
解
し
た
の
か
」（

（（（
（

が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
Ｂ
Ｇ
Ｈ
自
身
の
判
示
と
矛
盾
す
る
も
の
に
も
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
は
、
た
し
か

に
取
調
べ
や
尋
問
を
実
際
に
行
っ
た
証
人
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
表
象
が
行
為
当
時
に
認
め
ら
れ
る
か
が
、
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
実

際
に
被
害
者
が
な
に
を
理
解
し
た
の
か
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
他
の
処
分
行
為
者
に
お
い
て
は
、実
際
の
認
定
を
も
と
に
推
測
さ
れ
る
表
象
内
容
、

す
な
わ
ち
、「
被
害
者
が
な
に
を
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
か
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（（
（

。

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、Ping–A

nrufe

事
例
で
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
錯
誤
を
肯
定
す
る
際
に
用
い
た
概
念
、「
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
」
も
併
せ

て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
錯
誤
と
は
一
般
に
「
被
害
者
の
表
象
と
現
実
と
の
不
一
致
」
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
が（

（（（
（

、
こ
こ
で
は
、
被
害
者
に
お
い
て
行

為
者
態
度
か
ら
な
ん
ら
か
の
表
象
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
者
態
度
に
よ
っ
て
な
ん
ら
の
表
象
も
惹
起
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
あ
る
い
は
、
行
為
者
態
度
と
は
異
な
る
要
因
に
よ
っ
て
誤
っ
た
表
象
が
惹
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
作
為
に
よ
る
欺
罔
は
問
題
と
な
ら
ず
、
せ
い

ぜ
い
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
が
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
な
い（

（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
、
推
断
的
欺
罔
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
、
行
為
者
態
度
に
含
ま
れ

た
説
明
価
値
に
関
連
し
た
表
象
が
被
欺
罔
者
に
お
い
て
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
場
合
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
支
払
い
意
思
・
能
力
が
な
い
の
に
、

ま
た
は
偽
造
通
貨
を
用
い
る
意
思
で
、
飲
食
店
に
お
い
て
注
文
行
為
を
行
っ
た
際
に
、
店
側
は
注
文
者
の
支
払
い
意
思
・
能
力
や
通
貨
の
真
正
性
に
つ
い

て
な
ん
ら
の
表
象
も
有
し
て
い
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
詐
欺
罪
の
既
遂
は
肯
定
さ
れ
な
い
と
考
え
た
場
合
、

詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
は
著
し
く
狭
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
日
独
双
方
に
お
け
る
判
例
・
通
説
は
、
こ
の
場
合
で
の
詐
欺
罪
の
可
罰
性
を
肯

定
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
般
的
見
地
に
従
え
ば
あ
ま
り
に
当
然
の
前
提
と
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
被
欺
罔
者
が
想
像
す
ら
し
な
か
っ
た
事
実
に
つ
い

て
は
、
被
欺
罔
者
の
具
体
的
な
誤
っ
た
表
象
を
要
求
す
る
必
要
は
な
く
、
一
定
程
度
、
規
範
的
評
価
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
う
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
の
で
あ



二
四
〇

る
。
つ
ま
り
、
事
実
的
に
思
考
し
た
場
合
、
一
般
人
で
あ
れ
ば
、
無
意
識
の
う
ち
に
当
然
の
前
提
と
し
て
い
た
事
象
は
、
具
体
的
な
被
欺
罔
者
に
お
い
て
も
、

や
は
り
共
同
的
に
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
の
推
測
が
許
さ
れ
る
。
以
上
が
、「
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
」
の
基
本
的
問
題
で
あ
る（

（（（
（

。

翻
っ
て
、Ping–A

nrufe

事
例
で
は
、
実
際
に
公
判
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
錯
誤
発
生
を
手
掛
か
り
に
、
そ
の
余
の
被
欺
罔
者
ら
に
お
い
て
も
、「
事
物

思
考
的
な
共
同
意
識
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
証
人
尋
問
に
よ
っ
て
錯
誤
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
八
名
の
被
害
者
ら
の
表
象
と
同
様
の
表
象
が
「
規
範
的

0

0

0

に

被
害
者
ら
の
表
象
像
が
事
前
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
［
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
］」
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
、詐
欺
既
遂
罪
が
肯
定
さ
れ
て
い
た（

（（（
（

。
こ
こ
で
は
、

錯
誤
評
価
が
規
範
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、「
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
」
と
は
、
錯
誤
の
発
生
が
事
実
的
に
確

認
さ
れ
な
い
場
合
に
用
い
ら
れ
る
規
範
的
な
錯
誤
評
価
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
は
、
錯
誤
の
擬
制
な
の
で
あ
る（

（（（
（

。

こ
の
錯
誤
の
規
範
的
評
価
の
許
容
に
対
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
態
度
決
定
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
、
異
議
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
錯
誤
の
規
範
化

は
許
容
さ
れ
な
い
と
のA

bo

事
例
で
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
示
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
従
来
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
錯
誤
を
規
範
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、
詐
欺
罪
の
可

罰
性
を
肯
定
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、「
錯
誤
が
規
範
的
に
は
形
成
さ
れ
な
い
構
成
要
件
で
あ
る
と
の
前
提
は
、
…
…
［
中
略
］
誤
っ
て
い
る
」
と
い
う（

（（（
（

。

あ
る
い
は
、
の
ち
に
詳
述
す
るU

GP–RL

と
関
連
し
て
、
錯
誤
要
件
は
も
は
や
「
消
費
者
が
…
…
［
中
略
］
な
ん
ら
か
の
誤
っ
た
表
象
を
実
際
に
有
し
て

い
る
と
の
単
純
な
認
定
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
」
く
、「
こ
の
誤
っ
た
表
象
が
、
…
…
［
中
略
］
平
均
的
消
費
者
に
お
い
て
も
、
生
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

必
要
な
の
で
あ
る
」
と
の
主
張
も
み
ら
れ
る（

（（（
（

。
こ
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
詐
欺
罪
に
い
う
錯
誤
要
件
は
純
粋
客
観
的
な
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
過
去
に
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
お
い
て
、
詐
欺
罪
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
、
た
と
え
ば
、
毛
髪
を
一
〇
分
以
内
に
二
倍
に
増
や
す
と
か
、
一
二
回
の

入
浴
で
し
わ
が
と
れ
て
若
返
る
と
う
た
っ
た
商
品
を
販
売
し
た
が
、
実
際
に
は
当
該
商
品
は
害
も
な
け
れ
ば
十
分
な
効
果
も
な
か
っ
た
と
い
う
事
案（

（（（
（

で
は
、

詐
欺
罪
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
錯
誤
の
規
範
化
そ
れ
自
体
を
積
極
的
に
評
価
し
、
む
し
ろ
、
錯
誤
の
規
範
化
は
許
容

さ
れ
な
い
と
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
示
に
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
そ
も
そ
も
、Ping–A

nrufe

事
例
で
は
、「
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
」
を
用
い
ず
と
も
、
既
遂
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
指
摘
も
み
ら

れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
お
い
て
は
、
企
業
な
ど
の
組
織
機
構
の
犯
罪
行
為
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
競
合
論
の
問
題
と
し
て（

（（（
（

、「
未
遂
と
既



二
四
一

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

遂
と
が
法
的
に
関
連
し
て
い
る
限
り
で
、
総
じ
て
既
遂
が
認
め
ら
れ
て
き
た
」
の
で
あ
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
も
、
同
様
に
解
さ
れ
る
と
い
う（

（（（
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
見
解
が
主
張
さ
れ
る
な
か
で
、
錯
誤
の
規
範
化
、
規
範
的
評
価
に
つ
い
て
は
、
欺
罔
行
為
が
特
定
の
個
人
に
向
け
て
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
の
か
、
不
特
定
多
数
に
向
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
区
分
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
前
者
の
場
合
、

い
わ
ば
「
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
」
の
基
本
的
事
例
に
お
い
て
は
、
現
実
に
被
害
者
を
尋
問
す
る
こ
と
で
、
犯
行
当
時
の
被
害
者
の
内
心
を
相
当
程
度

具
体
的
に
推
測
す
る
だ
け
の
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
被
害
者
が
行
為
者
に
よ
っ
て
偽
ら
れ
た
事
実
に
つ
き
ま
っ
た
く
関

心
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
場
合
や
、
こ
の
欺
罔
を
看
破
し
て
い
た
場
合
に
は
、
錯
誤
の
存
在
を
否
定
す
る
余
地
が
考
え
ら
れ
う
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、

錯
誤
の
規
範
的
評
価
は
、
あ
く
ま
で
事
実
的
な
要
素
で
あ
る
錯
誤
の
補
足
的
な
評
価
手
段
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
特
定
多
数
に
向
け

て
欺
罔
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
、
い
く
ら
数
名
の
被
害
者
ら
の
尋
問
が
行
わ
れ
た
に
し
て
も
、
そ
の
余
の
被
害
者
ら
の
心
理
的
状
況
に
つ
い
て
の
手
掛
か

り
は
な
ん
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い（

（（（
（

。
こ
の
場
合
に
、
尋
問
を
受
け
た
被
害
者
ら
に
お
い
て
錯
誤
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
余
の
被
害
者
ら
に
お

け
る
錯
誤
の
存
在
を
推
測
す
る
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
純
粋
規
範
的
な
評
価
と
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
不
特
定
多
数
に
向
け
て
欺
罔
行
為
が
行
わ
れ
た
場

合
に
は
、
錯
誤
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
詐
欺
既
遂
罪
を
肯
定
し
、
そ
の
余
の
被
害
者
ら
に
お
い
て
は
、
か
り
に
交
付
・
処
分
行
為
の
存

在
が
証
明
さ
れ
た
と
し
て
も
、
詐
欺
未
遂
罪
あ
る
い
は
特
別
法
違
反
（
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
Ｕ
Ｗ
Ｇ
第
一
六
条
一
項
違
反
、
わ
が
国
で
は
軽
犯
罪
法
一
条

三
四
号
な
ら
び
に
不
正
競
争
防
止
法
二
一
条
二
項
お
よ
び
同
法
二
二
条
一
項
）（

（（（
（

に
と
ど
め
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。個
々
の
詐
欺
既
遂
罪
、

詐
欺
未
遂
罪
の
包
括
的
評
価
に
つ
い
て
は
、
罪
数
競
合
論
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
帰
結
は
、
錯
誤
要
件
が
事
実
的
な
結

果
要
件
で
あ
っ
て
、
そ
の
存
否
が
規
範
的
に
で
は
な
く
、
事
実
的
に
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
導
か
れ
、「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に

（in dubio pro reo

）」
原
則
か
ら
の
要
請
で
も
あ
る
。

3　

欺
罔
の
看
破
可
能
性
と
Ｅ
Ｕ
指
令
に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像

A
bo

事
例
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
で
あ
るU

GP–RL

が
「
平
均
的
に
理
性
的
で
あ
り
注
意
深
い
消
費
者
」
を
錯
誤
に
陥
れ
る
よ
う
な
広
告



二
四
二

を
禁
止
す
べ
き
旨
規
定
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
か
ら
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
い
う
詐
欺
罪
解
釈
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
「
平
均
的
な
消
費
者
」
を
錯
誤

に
陥
れ
う
る
よ
う
な
詐
術
の
み
が
欺
罔
行
為
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
、
こ
れ
を
否
定
し
て
い
た
。
Ｅ
Ｕ
法
が
国
内

法
の
解
釈
に
、
と
り
わ
け
、
実
体
刑
法
の
解
釈
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
本

稿
は
、
真
実
主
張
に
よ
る
欺
罔
を
検
討
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
法
と
国
内
法
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
を
せ
ず
、

「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
と
い
う
法
形
象
そ
れ
自
体
が
持
つ
詐
欺
罪
解
釈
へ
の
適
用
可
能
性
、
あ
る
い
は
有
用
性
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
、
Ｅ
Ｕ

法
と
国
内
法
と
の
関
係
性
、
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
法
が
国
内
実
体
刑
法
に
与
え
る
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
他
稿
に
譲
る（

（（（
（

。

Ｅ
Ｕ
指
令
と
い
う
外
在
的
な
必
要
性
を
除
い
た
場
合
に
、「
平
均
的
な
消
費
者
」像
を
詐
欺
罪
、と
り
わ
け
欺
罔
行
為
の
解
釈
に
お
い
て
採
用
す
る
こ
と
は
、

要
求
さ
れ
う
る
か
。
そ
も
そ
も
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
欺
罔
行
為
の
基
準
と
し
て
用
い
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
。「
平
均
的

な
消
費
者
」
像
の
具
体
的
な
内
容
が
、
平
均
的
な
注
意
力
や
判
断
力
、
平
均
的
に
情
報
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
基

準
に
従
え
ば
、
不
注
意
で
軽
信
的
な
者
に
対
し
て
行
為
者
が
な
ん
ら
か
の
詐
術
を
用
い
た
場
合
、
平
均
人
で
あ
れ
ば
、
行
為
者
態
度
が
欺
罔
で
あ
る
こ
と

を
看
破
し
え
た
場
合
に
は
、
当
該
行
為
は
欺
罔
行
為
と
な
ら
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
帰
結
は
、
伝
統
的
な
解
釈
論
に
お
い
て
は
、
刑
法

に
い
う
詐
欺
罪
が
愚
か
者
で
あ
っ
て
も
保
護
の
対
象
か
ら
排
除
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば（

（（（
（

、
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
を
従
来
よ
り
も
制
限
す
る
こ

と
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
は
、「
従
来
の
詐
欺
罪
解
釈
に
と
っ
て
馴
染
み
の
な
い
も
の
で
あ
る
」（

（（（
（

と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
そ
れ
自
体
は
、
実
際
に
は
、
Ⅲ
章
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
被
害
者
の
過
失
が
詐
欺
罪
に
与
え
る
影
響
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
も
重
ね
ら
れ
て
き
た（

（（（
（

。
そ
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
お
い
て
は
、
被
害
者
が
「
軽
信
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
十
分
に
注
意
深
く
調
査
す
れ
ば
欺
罔
を
認
識
で
き
た

と
い
っ
た
事
情
は
、
潜
在
的
な
被
害
者
を
保
護
す
る
必
要
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
欺
罔
を
排
除
す
る
も
の
で

は
な
い
」
と
の
結
論
が
す
で
に
得
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（（
（

。
学
説
上
も
、
結
論
と
し
て
Ｅ
Ｕ
法
に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
は
欺
罔
行
為
の
判
断
に

お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
が
多
数
を
占
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（（（
（

。
そ
の
よ
う
な
見
解
に
お
い
て
は
、お
お
よ
そ
以
下
の
二
点
が
「
平



二
四
三

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

均
的
な
消
費
者
」
像
に
対
す
る
批
判
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
もA

bo

事
例
に
お
い
て
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
詐
欺
罪
の
保
護
法
益
の
観
点
か
ら
の
批
判
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
詐
欺
罪
の
保
護
法

益
が
個
人
の
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
軽
信
的
な
者
や
不
注
意
な
者
を
保
護
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
詐
欺
罪
規
定
の
使
命
な
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
者
を
詐
欺
罪
の
保
護
領
域
か
ら
除
く
こ
と
は
、
許
容
さ
れ
な
い
と
い
う（

（（（
（

。「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
詐
欺
罪
に
採
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判

的
見
解
に
よ
れ
ば
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
と
は
、
そ
も
そ
も
、
取
引
当
事
者
間
の
行
為
自
由
、
よ
り
具
体
的
に
は
「
競
争
の
自
由
」
を
保
護
す
る
た
め

の
法
形
象
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
ど
の
よ
う
な
言
語
的
表
現
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
表
現
を
誤
解
す
る
受
け
手
は
存
在
す
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
競
争

経
済
社
会
に
お
い
て
は
、「
消
費
者
個
々
人
の
処
分
自
由
は
、
錯
誤
を
導
く
よ
う
な
説
明
か
ら
、
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
う
る
も
の
」
で
は
な
く
、
そ
の
限
り

で
、「
個
人
の
処
分
自
由
の
保
護
は
、
制
限
さ
れ
う
る
」。
こ
の
限
り
で
は
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
用
い
る
こ
と
で
、
保
護
対
象
を
制
限
す
る
こ
と
に

は
意
義
が
認
め
ら
れ
る（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
が
個
人
の
処
分
自
由
を
基
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
概
念

に
よ
っ
て
、
詐
欺
罪
の
処
罰
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
詐
欺
罪
の
保
護
法
益
を
純
粋
な
財
産
で
あ
る
と
の
考
え
に
固
執
す
る
場
合
、
受
け
入
れ
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
詐
欺
罪
の
構
成
要
件
要
素
と
し
て
財
産
的
損
害
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
処
分
自
由
を
保
護

法
益
に
含
め
る
こ
と
に
は
強
い
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
処
分
自
由
と
い
う
観
点
か
ら
詐
欺
罪
の
処
罰
範
囲
を
制
限
す
る
主
張
に
は
、
抵
抗
感
が

強
い（

（（（
（

。
ま
た
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
用
い
た
場
合
に
は
、
平
均
以
下
の
消
費
者
、
い
わ
ば
、
平
均
域
に
達
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
の
少
数
派
に

属
す
る
消
費
者
か
ら
、
刑
法
上
の
保
護
を
奪
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
Ｇ
Ｇ
第
三
条
一
項（

（（（
（

の
平
等
原
則
に
反
す
る
と
い
う（

（（（
（

。

ま
た
、
明
確
性
の
点
で
も
問
題
が
多
い
と
い
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
は
、
純
粋
規
範
的
な
概
念
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
判
断
は
も
っ

ぱ
ら
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
、『
被
告
人
は
な
ん
ら
の
影
響
力
を
も
有
し
て
い
な
い
』」
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
恣
意
的
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
ず
、
行
為
者

の
予
測
可
能
性
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う（

（（（
（

。
た
と
え
ば
、
不
正
競
争
防
止
法
の
領
域
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
一
五
％
か
ら
二
〇
％
の
者
を
錯
誤

さ
せ
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
詐
術
は
、
不
正
競
争
防
止
法
の
適
用
を
み
な
い
と
し
て
い
る
が（

（（（
（

、
こ
の
不
正
競
争
防
止
法
で
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
示
か
ら
、
自
己

の
行
為
が
「
平
均
的
な
消
費
者
」
を
錯
誤
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
行
為
者
が
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
明
確
性
に
鑑
み



二
四
四

た
批
判
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
もA

bo

事
例
に
お
い
て
指
摘
し
た
欺
罔
概
念
の
「
過
度
の
規
範
化
」（

（（（
（

と
同
様
の
問
題
意
識
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
批
判
に
鑑
み
た
場
合
、
な
る
ほ
ど
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
を
判
断
す
る
際
の
指
標
と
用
い
る
こ
と
に
は
、
問

題
が
多
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
批
判
は
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
用
い
る
こ
と
へ
の
決
定
的
な
批
判
と
は
な
り
え
ず
、

む
し
ろ
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
欺
罔
行
為
の
判
断
で
考
慮
す
る
こ
と
の
有
用
性
は
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
有
用
性
は
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う

に
、
①
欺
罔
行
為
概
念
と
錯
誤
概
念
と
の
区
別
、
さ
ら
に
は
、
②
客
観
的
欺
罔
適
性
の
内
実
の
明
確
化
に
示
さ
れ
る
。

ま
ず
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
欺
罔
行
為
判
断
に
お
け
る
指
標
と
す
る
こ
と
の
利
点
に
、
①
欺
罔
行
為
要
件
と
錯
誤
要
件
と
の
区
別
化
が
挙
げ
ら
れ

る
。
前
述
の
よ
う
に
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
用
い
た
場
合
、
そ
れ
に
照
ら
し
た
欺
罔
行
為
の
判
断
は
、
規
範
的
な
色
彩
を
強
く
帯
び
る
も
の
と
な
る
。

と
い
う
の
も
、
現
実
に
、
行
為
者
態
度
の
相
手
方
が
錯
誤
に
陥
っ
た
か
否
か
と
い
う
事
情
は
、
欺
罔
行
為
に
な
ん
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ

ぱ
ら
具
体
的
状
況
に
置
か
れ
た
一
般
人
が
基
準
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
欺
罔
行
為
の
規
範
化
そ
れ
自
体
は
批
判
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
従
来
の
欺
罔
行
為
の
判
断
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
、
推
断
的
欺
罔
で
の
説
明
価
値
を
評
価
す
る
際
に
、
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る（

（（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
、欺
罔
概
念
を
規
範
化
す
る
こ
と
に
よ
り
明
確
性
が
損
な
わ
れ
、罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
問
題
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
批
判
は
、
説
明
価
値
の
評
価
に
も
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
説
明
の
受
け
手
が
実
際
に
な
に
を
理
解
し
た
の
か
を
も
っ
ぱ
ら

基
準
と
し
て
欺
罔
行
為
を
評
価
し
た
場
合
に
、
と
く
に
前
述
の
「
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
」
に
お
い
て
問
題
が
生
ず
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
よ
る
欺
罔
の
規
範
化
へ
の
批
判
に
対
し
て
も
、「
受
け
手
に
錯
誤
を
惹
起
し
た
と
い
う
た
め
に
は
、
そ
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
性
質
を
欺
罔
が
示
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
自
然
と
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
欺
罔
の
構
成
要
件
は
規
範
的
に
構
成
せ
ざ
る
を
え

ず
、
こ
れ
は
欺
罔
の
受
け
手
や
そ
の
注
意
深
さ
や
用
心
深
さ
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
と
の
反
論
が
可
能
で
」
あ
ろ
う（

（（（
（

。
む
し
ろ
、
実
際
に
説
明
の
受
け
手

の
実
際
の
理
解
力
や
注
意
力
を
基
準
に
、
欺
罔
行
為
の
存
否
を
考
え
た
場
合
、
こ
の
判
断
は
お
お
よ
そ
錯
誤
の
存
否
の
判
断
と
等
し
い
も
の
に
な
り
う
る
。

欺
罔
行
為
と
錯
誤
と
い
う
両
要
素
は
、
一
般
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
先
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ 

二
〇
〇
一
年

判
決
に
お
い
て
も
、「
錯
誤
か
ら
欺
罔
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た（

（（（
（

。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
錯
誤
は
事
実
的
要
素
で
あ
っ
て
、
現
実



二
四
五

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

に
被
欺
罔
者
が
錯
誤
に
陥
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
欺
罔
行
為
に
お
い
て
は
、
客
観
的
欺
罔
適
性
が
問
題
と
さ
れ
、
当
該
行
為
者
態
度
が
客
観
的
に
人
を
錯
誤
に
陥
れ
る
だ
け
の
適
性
を

有
し
て
い
る
か
と
い
う
規
範
的
判
断
が
重
視
さ
れ
る
。
か
り
に
、
被
欺
罔
者
の
実
際
の
理
解
能
力
を
基
準
に
欺
罔
行
為
を
考
え
た
場
合
、「
刑
法
二
六
三
条

に
い
う
可
罰
性
が
偶
然
性
に
、
つ
ま
り
は
、
利
用
者
が
個
々
の
場
合
に
─
─
状
況
や
知
的
能
力
、
注
意
深
さ
に
応
じ
て
─
─
理
解
す
る
こ
と
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
に
」
な
り
、
法
的
安
定
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い（

（（（
（

。

く
わ
え
て
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
参
照
す
る
意
義
は
、
②
客
観
的
欺
罔
適
性
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、

欺
罔
行
為
を
判
断
す
る
際
の
要
素
と
な
る
客
観
的
欺
罔
適
性
に
つ
い
て
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
説
明
は
、
不
明
確
さ
の
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
学
説

上
は
、
実
質
的
に
行
為
者
の
主
観
面
に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
欺
罔
の
存
否
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
欺
罔
行
為

の
判
断
基
準
と
し
て
、
主
観
的
決
定
性
の
有
用
性
は
疑
問
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
客
観
的
欺
罔
適
性
の
内
容
が
欺
罔
行
為
の
適
正

な
限
界
づ
け
に
お
い
て
は
重
要
な
役
割
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
客
観
的
欺
罔
適
性
を
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
を
錯
誤
に
陥
れ
る
だ
け
の
適
性
と
す

る
こ
と
で
、
そ
の
内
実
の
明
確
化
に
一
定
の
意
味
が
認
め
ら
れ
る（

（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
客
観
的
に
人
を
錯
誤
す
る
だ
け
の
適
性
を
有
し
た
詐
術
と
は
、
平
均
的

に
情
報
を
獲
得
し
、
か
つ
、
平
均
的
な
注
意
力
と
理
解
力
を
有
し
た
者
を
錯
誤
さ
せ
る
だ
け
の
行
為
態
様
を
指
す
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
Ｅ
Ｕ
指

令
に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
客
観
的
欺
罔
適
性
の
な
か
で
考
慮
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る（

（（（
（

。

と
は
い
え
、
こ
こ
に
い
う
「
平
均
」
と
は
、
お
よ
そ
一
般
抽
象
的
な
も
の
を
指
す
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
取
引
類
型
を
基
礎
と

し
て
説
明
の
受
け
手
グ
ル
ー
プ
の
類
型
化
が
求
め
ら
れ
る（

（（（
（

。
Ｅ
Ｕ
指
令
に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
に
お
い
て
も
、
あ
く
ま
で
具
体
的
状
況
に
応
じ

た
基
準
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、U

GP–RL

第
五
条
二
項
ｂ
文
に
よ
れ
ば
、
不
正
な
取
引
慣
行
と
は
、「
そ
の
手
法
が
そ
の
都
度
の
製
品
に
関

連
し
て
、
そ
の
手
法
の
対
象
と
さ
れ
た
若
し
く
は
対
象
と
さ
れ
る
平
均
的
な
消
費
者
の
経
済
的
活
動
又
は
、
そ
の
手
法
が
特
定
の
消
費
者
グ
ル
ー
プ
に
向

け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
平
均
的
な
構
成
員
の
経
済
的
活
動
に
本
質
的
に
影
響
を
与
え
る
又
は
本
質
的
な
影
響
を
与
え
る
に
適
し
た
」

取
引
慣
行
を
指
す
。
ま
た
同
条
三
項
で
は
、
取
引
慣
行
が
「
精
神
的
・
身
体
的
障
害
、
年
齢
又
は
そ
の
手
法
…
…
［
中
略
］
に
関
す
る
軽
信
性
」
と
い
っ
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た
と
く
に
保
護
の
必
要
の
あ
る
属
性
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

0

0

グ
ル
ー
プ
の
平
均
的
な
構
成
員
を
基
準
に
し
て
取
引
慣
行

の
不
正
性
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
。
本
条
二
項
は
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
に
お
い
て
、
説
明
の
受
け
手
の
特
殊
性
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
、
同
三
項
は
、

と
く
に
個
人
的
な
属
性
と
し
て
の
特
殊
性
の
考
慮
を
許
容
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
客
観
的
欺
罔
適
性
の
基
準
と
す
る
際
に

も
、
問
題
と
な
る
取
引
で
の
類
型
的
な
消
費
者
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
述
し
た
よ
う
な
被
害
者
の
商
取
引
経
験
の
有
無
な

ど
も
考
慮
さ
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
商
人
に
あ
っ
て
は
商
人
の
平
均
人
が
基
礎
と
さ
れ
る
。

4　
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
基
礎
と
し
た
場
合
の
具
体
的
結
論

以
上
の
よ
う
に
、「
平
均
的
な
消
費
者
」像
を
欺
罔
行
為
の
存
否
に
お
い
て
、と
り
わ
け
、客
観
的
欺
罔
適
性
の
有
無
を
判
断
す
る
際
に
、基
準
と
し
た
場
合
、

A
bo

事
例
お
よ
びPing–A

nrufe

事
例
の
結
論
は
ど
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、両
事
例
に
お
い
て
は
、な
お
欺
罔
行
為
は
肯
定
さ
れ
よ
う
。

と
い
う
の
も
、
両
事
例
に
お
い
て
は
、
平
均
的
な
消
費
者
を
も
っ
て
し
て
も
、
い
ま
だ
行
為
者
態
度
の
虚
偽
性
を
看
破
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
つ
ま
り
、

平
均
的
な
消
費
者
を
錯
誤
さ
せ
る
だ
け
の
適
性
を
有
し
た
行
為
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る（

（（（
（

。

ま
ず
、A

bo

事
例
で
は
、
当
該
サ
イ
ト
の
有
償
性
が
平
均
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
を
し
て
看
破
可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、

た
し
か
に
、
個
人
デ
ー
タ
の
入
力
の
必
要
性
は
、
利
用
者
に
対
し
て
よ
り
用
心
深
く
当
該
サ
イ
ト
を
調
査
す
る
よ
う
な
誘
因
と
な
る（

（（（
（

。
ル
ー
ト
検
索
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
他
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
上
で
無
償
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
事
情
が
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
む
し
ろ
、
無

償
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
個
人
の
特
定
が
可
能
な
住
所
や
電
話
番
号
な
ど
の
デ
ー
タ
の
登
録
が
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
平
均
的
な
注
意
力
を
持
つ
も

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
登
録
の
必
要
性
を
批
判
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
事
例
で
は
、
こ
の
個
人
デ
ー
タ
入
力
の
必
要

性
が
、
懸
賞
応
募
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
個
人
デ
ー
タ
入
力
の
必
要
性
が
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
以
上
、
利
用
者

は
そ
れ
以
上
の
背
景
を
調
査
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、「
懸
賞
へ
の
参
加
を
た
び
た
び
強
調
す
る
こ
と
も
…
…
［
中
略
］
ル
ー
ト

検
索
の
請
求
に
対
し
て
代
金
が
発
生
す
る
と
の
事
実
を
ご
ま
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
」（

（（（
（

と
し
て
、
こ
の
懸
賞
応
募
の
存
在
に
よ
っ
て
、
行
為
者
の
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詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

欺
罔
意
図
の
主
観
的
決
定
性
を
根
拠
づ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
欺
罔
行
為
の
判
断
に
お
い
て
は
、
行
為
者
の
主
観
面
は

お
よ
そ
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
事
情
は
客
観
的
欺
罔
適
性
の
な
か
で
考
慮
さ
れ
る
。
当
該
事
情
の
も
と
で
は
、
平
均
的
な
利
用
者
に

要
求
さ
れ
る
だ
け
の
注
意
力
や
理
解
力
を
行
使
し
て
い
た
と
し
て
も
、
当
該
サ
イ
ト
の
有
償
性
を
看
破
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
え
る
。

な
お
、
一
部
で
は
、「
す
べ
て
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
無
償
で
利
用
で
き
る
と
の
一
般
的
な
信
頼
は
保
護
に
値
し
な
い
」
と
主
張
さ
れ
て
お

り
（
（（（
（

、
こ
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
サ
ー
ビ
ス
の
無
償
性
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

の
運
営
者
に
と
っ
て
、
他
の
企
業
の
バ
ナ
ー
広
告
に
よ
る
収
入
や
自
社
の
そ
の
他
の
申
し
出
に
よ
る
収
益
を
見
込
ん
で
、
魅
力
的
な
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
こ
と
で
自
身
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
他
者
の
サ
イ
ト
と
比
較
し
て
際
立
た
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
生
活
に
お
い
て
は
贈
り
物
な

ど
存
在
し
な
い
と
の
原
則
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
例
外
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
え
よ
う（

（（（
（

。
た
だ
し
、
か
り
に
サ
イ
ト
運
営
者
が
他
の
サ
イ
ト
の
無

償
サ
ー
ビ
ス
と
の
差
異
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
平
均
的
な
利
用
者
を
し
て
、
サ
イ
ト
利
用
の
有
償
性
を
調
査
す
る
だ
け
の
連
結
点
を
提
示

す
る
事
情
と
な
る（

（（（
（

。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
取
引
が
問
題
と
な
る
場
合
の
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
ネ
ッ
ト
上
の
情
報

を
次
か
ら
次
へ
と
瞬
間
的
に
選
択
し
て
い
き
、
個
別
の
情
報
を
重
視
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
平
均
的
な
消
費
者
の
注
意

力
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
低
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

（（（
（

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
が
一
般
化
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
取
引
に
お
け
る
注
意
力
の
程
度
と
、
現
実
の
取
引
に
お
け
る
注
意
力
の
程
度
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
事
実
に
即
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い（

（（（
（

。

Ping–A
nrufe

事
例
で
は
、
携
帯
電
話
の
不
在
着
信
リ
ス
ト
に
残
っ
た
電
話
番
号
が
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
番
号
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、
平
均
的
な
消
費

者
を
し
て
看
破
可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ま
ず
〇
一
三
七
番
台
か
ら
始
ま
る
電
話
番
号
が
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
番

号
で
あ
る
こ
と
が
、
ど
の
程
度
一
般
的
に
周
知
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ど
う
か
が
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
し
、
こ
こ
で
行
為
者
ら
は
当
該
番
号
の
前
に
ド
イ

ツ
の
国
番
号
で
あ
る
四
九
を
つ
け
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
一
見
し
て
、
こ
れ
を
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
番
号
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
は
、
平
均
的
な
消
費

者
に
と
っ
て
も
困
難
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
く
わ
え
て
、
通
常
は
、
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
番
号
は
、
着
信
専
用
番
号
で
あ
っ
て
、
通
話
発
信
が
不
可
能
な
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も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
行
為
者
ら
は
、
特
殊
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
る
こ
と
で
、
実
際
に
通
話
発
信
に
用
い
た
番
号
と
は
異
な
る
番
号
を
不
在
着
信
リ

ス
ト
に
残
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
て
も
、
当
該
行
為
者
態
度
の
客
観
的
欺
罔
適
性
は
肯
定
さ
れ
る
。

Ⅶ　

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
行
為
者
が
相
手
方
に
対
し
て
真
実
を
述
べ
な
が
ら
も
、
そ

の
真
実
を
巧
妙
に
隠
蔽
し
、
容
易
に
は
看
破
で
き
な
い
よ
う
に
偽
装
し
た
が
、
相
手
方
を
し
て
真
実
を
認
識
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
は
な
い
場
合
に
、
当

該
行
為
者
態
度
に
欺
罔
行
為
が
肯
定
さ
れ
る
か
と
の
問
題
を
題
材
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
の
判
例
・
学
説
の
議
論
の
展
開
を
参
照
・
検
討
し
て
き
た
。
こ
の

真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
に
関
す
る
議
論
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
被
害
者
の
過
失
は
詐
欺
罪
の
成
否
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
の
一
般

的
な
説
明
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、Schröder

が
「
真
実
の
主
張
に
よ
る
詐
欺
罪
」
と
題
す
る
論
稿
を
公
表
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
判
例
・
学
説
上
、
議
論
の
蓄
積
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
Ⅱ
章
で
は
、
真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
に
関
す
る
初
期
のSchröder

とSchum
ann

の
論
争
を
参
照
し
、
そ
の
後
、
行
為
者
が
請
求
書
に

類
似
し
た
外
観
を
持
つ
契
約
申
込
書
を
送
付
し
た
事
例
（
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
）
で
の
判
例
実
務
の
動
向
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
学
説
の
反
応

を
概
観
し
た
。
真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
の
問
題
は
、
解
釈
史
上
、
可
罰
性
肯
定
説
を
提
唱
す
るSchröder

と
こ
れ
を
否
定
す
るSchum

ann

の
論

争
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
判
例
上
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
一
九
七
〇
年
代
の
終
わ
り
に
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
に
お
い
て
、
書
面
の
受
け
手
を
し

て
当
該
書
面
の
性
質
が
請
求
書
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
う
る
と
し
て
、
欺
罔
行
為
を
否
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の
後
も
下
級
審
に
お
い
て
同
種
の
事
案

で
詐
欺
罪
が
否
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
判
例
実
務
の
傾
向
は
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
変
化
の
兆
し
を
み
せ
、
一
部
の
下
級
審
に
お
い
て
詐
欺
罪
を
肯
定

す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
説
上
も
、M

ahnkopf/Sonnberg

やG
arbe

ら
に
よ
っ
て
、
詐
欺
罪
を
否
定
す
る
か
つ
て
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定

が
批
判
さ
れ
る
と
と
も
に
、
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
で
詐
欺
罪
が
肯
定
さ
れ
う
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
可
罰
性
の
限
界
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ



二
四
九

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

た
。
本
章
で
の
分
析
か
ら
は
、
真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
の
基
本
問
題
、
す
な
わ
ち
、
①
行
為
者
の
真
実
主
張
に
詐
欺
罪
を
認
め
る
こ
と
は
罪
刑
法
定

主
義
に
抵
触
し
な
い
か
、
②
被
害
者
の
自
己
答
責
性
は
詐
欺
罪
の
成
否
に
影
響
す
る
か
、
③
被
害
者
が
商
人
で
あ
っ
た
場
合
と
素
人
で
あ
っ
た
場
合
と
で

詐
欺
罪
の
成
否
に
相
違
が
生
じ
る
か
、
そ
し
て
④
行
為
者
の
錯
誤
惹
起
意
図
は
欺
罔
行
為
の
存
否
の
判
断
に
お
い
て
決
定
的
な
要
素
と
な
る
か
、
と
い
っ

た
問
題
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

Ⅲ
章
で
は
、
真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
に
関
す
る
議
論
が
精
緻
化
さ
れ
て
き
た
現
状
を
確
認
し
、
同
論
点
を
検
討
す
る
う
え
で
の
中
心
的
課
題
を
明

ら
か
に
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
死
亡
広
告
の
掲
載
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
（
二
〇
〇
一
年
判
決
）
で
、
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
に
お
け
る
詐
欺
罪
の
可

罰
性
を
は
じ
め
て
肯
定
し
、
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
が
行
為
者
態
度
の
客
観
的
欺
罔
適
性
と
主
観
的
決
定
性
（
錯
誤
惹
起
意
図
）
の
両
者
に
よ
っ
て
判

断
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
と
り
わ
け
、
行
為
者
が
被
害
者
の
錯
誤
発
生
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合
に
は
欺
罔
行
為
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
示

し
た
。
そ
の
後
の
二
〇
〇
三
年
判
決
も
同
見
解
を
維
持
し
、
被
欺
罔
者
が
商
取
引
に
経
験
の
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
通
常
人
よ
り
も
高
い
注
意
義
務
が
認
め

ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
欺
罔
行
為
は
否
定
さ
れ
な
い
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
二
つ
の
判
決
に
対
し
て
は
、
学
説
上
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
欺
罔
行
為

の
判
断
基
準
が
主
観
的
側
面
を
あ
ま
り
に
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、強
い
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、被
欺
罔
者
が
商
人
で
あ
る
か
、

一
般
人
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
欺
罔
行
為
の
判
断
が
左
右
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
も
、
学
説
上
の
議
論
が
み
ら
れ
、
多
く
の
見
解
が
そ
の
区
別
の
必
要
性
を

否
定
す
る
一
方
で
、
一
部
で
は
、
両
者
に
対
す
る
注
意
義
務
の
相
違
を
理
由
に
、
商
取
引
経
験
が
欺
罔
行
為
を
否
定
し
う
る
要
素
と
な
る
こ
と
を
主
張
す

る
論
者
が
み
ら
れ
た
。
く
わ
え
て
、
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
の
特
殊
性
を
重
視
し
、
従
来
の
欺
罔
行
為
の
判
断
基
準
で
は
、
適
切
な
処
理
が
で
き
な

い
と
し
て
、
真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
行
為
に
お
い
て
は
、
独
自
の
基
準
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
見
解
も
確
認
し
た
。

続
く
Ⅳ
章
で
は
、
Ⅱ
・
Ⅲ
章
ま
で
で
参
照
し
て
き
た
議
論
状
況
を
も
と
に
、
真
実
主
張
に
よ
る
欺
罔
に
お
け
る
欺
罔
行
為
の
判
断
基
準
お
よ
び
考
慮
さ

れ
る
べ
き
個
別
事
情
に
つ
い
て
の
私
見
を
示
し
た
。
本
稿
で
の
検
討
か
ら
は
、詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
と
は
「
許
さ
れ
ざ
る
情
報
格
差
の
利
用
」
で
あ
っ

て
、こ
の
概
念
規
定
か
ら
す
れ
ば
、行
為
者
が
真
実
を
述
べ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
欺
罔
行
為
と
な
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、詐
欺
罪
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
犯
罪
で
あ
っ
て
、
取
引
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
犯
罪
で
あ
る
と
の
分
析
か
ら
の
帰
結
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、「
許
さ
れ
ざ
る
」
と
の
規
範
的
評
価
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に
あ
っ
て
は
、
行
為
者
の
偽
装
の
程
度
と
並
ん
で
被
害
者
の
情
報
収
集
措
置
の
有
無
が
問
題
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
概
念
規
定
を
通
じ
て
、
被
害
者
の

確
認
措
置
が
欺
罔
行
為
に
お
い
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
の
理
由
も
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
が

明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
欺
罔
行
為
の
定
義
か
ら
し
て
、
被
害
者
の
情
報
収
集
措
置
が
問
題
と
な
る
と
す
れ
ば
、
被
害
者
が
行
為
者
の
言
明
の
真
偽

を
確
認
す
る
措
置
は
、
欺
罔
行
為
の
判
断
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
欺
罔
行
為
の
概
念
規
定
を
も
と
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
主
張
す
る
よ
う
な
行
為
者
の
錯
誤
惹
起
意
図
は
欺
罔
行
為
を
評
価
す
る
う
え
で
は
重
要

で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
行
為
者
が
被
害
者
に
お
い
て
錯
誤
が
生
じ
る
こ
と
を
未
必
的
に
認
識
し
て
い
れ
ば
、
錯
誤
に
か
か
る
主
観
的
要
件
と
し
て
は

十
分
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。
く
わ
え
て
、
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
で
問
題
と
さ
れ
た
各
個
別
事
情
の
う
ち
、
欺
罔
行
為
の
判
断
に
お
い
て
考
慮

さ
れ
る
べ
き
も
の
を
抽
出
し
な
お
し
た
。
Ⅳ
章
で
導
か
れ
た
欺
罔
行
為
の
判
断
基
準
は
、
真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
が
欺
罔
行
為
の
一
般
概
念
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
他
の
事
案
類
型
で
も
用
い
ら
れ
る
べ
き
基
準
で
あ
る
。

Ⅴ
章
で
は
、
真
実
主
張
を
と
も
な
う
欺
罔
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
、
と
く
に
、
行
為
者
が
情
報
通
信
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
不
特
定
多
数
の
者
に

対
す
る
欺
罔
行
為
が
問
題
と
な
っ
たA

bo

事
例
な
ら
び
にPing–A

nrufe

事
例
を
詳
細
に
参
照
し
、
別
途
検
討
さ
れ
る
べ
き
題
材
を
確
認
し
た
。
両
事
例

を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
前
章
ま
で
の
検
討
に
加
え
、
さ
ら
に
、
ⓐ
刑
法
外
規
範
の
違
反
と
欺
罔
行
為
の
関
係
性
、
ⓑ
錯
誤
概
念
の
規
範
化
、
ⓒ
Ｅ
Ｕ
指

令
（U

GP–RL

）
に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
の
詐
欺
罪
解
釈
へ
の
影
響
可
能
性
の
三
点
に
つ
き
、
検
討
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
両
事
例
で
は
と

も
に
、
行
為
者
の
態
度
は
刑
法
上
の
評
価
以
前
に
、
行
政
法
等
の
法
規
範
に
抵
触
す
る
行
為
で
あ
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
欺
罔
行
為
の
根
拠
づ
け
の
際
に
、
こ
の

刑
法
外
規
範
の
違
反
を
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
刑
法
外
規
範
が
つ
ね
に
刑
法
上
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
ⓐ
刑

法
外
規
範
の
違
反
と
欺
罔
行
為
の
関
係
性
を
検
討
し
、
刑
法
外
規
範
が
詐
欺
罪
の
可
罰
性
判
断
に
影
響
を
与
え
る
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
欺
罔
の
看
破
可
能
性
が
欺
罔
行
為
の
判
断
に
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
よ
れ
ば
、
錯
誤
要
件
は
、
心
理
学
的
な
事
実
で
あ
っ
て
、
現

実
に
被
害
者
が
行
為
者
態
度
を
い
か
に
解
し
た
か
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
一
般
人
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
う
る
か
を
基
礎
と
す
る

こ
と
は
、
ⓑ
錯
誤
概
念
の
規
範
化
で
あ
っ
て
許
容
さ
れ
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
錯
誤
の
具
体
的
認
定
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
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一

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

は
、「
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
」
と
い
う
法
形
象
を
通
じ
て
、
一
般
人
を
基
準
と
す
る
こ
と
で
錯
誤
発
生
を
肯
定
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
Ｂ
Ｇ

Ｈ
の
両
結
論
は
整
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
問
題
と
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
指
令
は
近
時
、
不
正
取
引
と
い
う
た
め
に
は
欺
罔
の
程
度
が
「
平
均
的
に
理

性
的
で
、
注
意
深
い
消
費
者
」
を
錯
誤
に
陥
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
の
程
度
も
同
指
令
に

則
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
た
。
結
論
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
両
者
の
関
連
性
を
否
定
し
た
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
詐

欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
に
は
客
観
的
欺
罔
適
性
が
要
求
さ
れ
る
と
の
立
場
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ⓒ
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
と
欺
罔
行

為
と
の
関
係
性
に
は
、
な
お
詳
細
な
検
討
の
余
地
が
認
め
ら
れ
た
。

Ⅵ
章
で
は
、
こ
の
三
つ
の
問
題
点
に
つ
き
、
私
見
を
提
示
し
た
。
そ
の
結
論
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
に
な
る
。
ⓐ
刑
法
外
規
範
が
欺
罔
行
為
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
刑
法
の
謙
抑
性
・
補
充
性
に
鑑
み
れ
ば
、
刑
法
外
規
範
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
が
即
座
に
欺
罔
行
為
が
肯
定
さ
れ
る
と
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
刑
法
外
規
範
の
違
反
は
、
欺
罔
行
為
の
原
則
的
推
定
を
許
容
す
る
も
の
に
と
ど
ま
り
、
刑
法
外
規
範
の
違
反
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
行
為
者
に
よ
る
真
実
の
告
知
が
な
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
、
こ
の
原
則
的
推
定
は
破
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。
な
お
、
刑
法
外
規
範
の
違
反

は
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
行
為
を
検
討
す
る
う
え
で
も
、
行
為
者
の
告
知
義
務
を
基
礎
づ
け
う
る
事
情
と
な
る
が
、
告
知
義
務
は
行
為
者
と
被
害
者
と
の
あ

い
だ
に
特
別
な
信
頼
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
た
め
、
刑
法
外
規
範
が
も
っ
ぱ
ら
告
知
義
務
を
根
拠
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
ⓑ
錯
誤
の
規

範
化
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
錯
誤
は
事
実
的
要
素
で
あ
っ
て
規
範
的
要
素
で
は
な
い
た
め
に
、
錯
誤
が
被
害
者
ら
に
お
い
て
現
実

に
生
じ
て
い
た
か
ど
う
か
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
不
特
定
多
数
に
欺
罔
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
実
際
に
証
人
と
し
て
被
害
者

が
尋
問
さ
れ
、
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
限
り
で
、
詐
欺
既
遂
罪
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
は
、
未
遂
罪
に
と
ど

ま
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ⓒ
Ｅ
Ｕ
指
令
（U

GP–RL

）
に
い
う
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
に
つ
い
て
は
、一
方
で
、欺
罔
行
為
概
念
と
錯
誤
概
念
と
の
区
別
、

他
方
で
客
観
的
欺
罔
適
性
の
内
実
の
明
確
化
の
点
で
参
照
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
欺
罔
行
為
に
あ
っ
て
は
、
具
体
的
に
問
題
と
な
っ
た
取
引
類
型

お
よ
び
欺
罔
の
受
け
手
の
人
的
グ
ル
ー
プ
の
類
型
を
基
礎
に
、「
平
均
的
に
情
報
を
得
た
、
相
応
の
理
解
力
と
注
意
力
を
持
っ
た
」
人
を
基
準
に
、
被
害
者

に
要
求
さ
れ
る
べ
き
情
報
収
集
措
置
の
指
針
が
導
か
れ
る
。



二
五
二

以
上
が
本
稿
の
概
要
と
な
る
が
、
私
見
は
欺
罔
行
為
を
「
許
さ
れ
ざ
る
情
報
格
差
の
利
用
」
と
捉
え
、
客
観
的
欺
罔
適
性
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
、
被

害
者
の
情
報
収
集
措
置
の
内
容
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
被
害
者
の
落
ち
度
が
行
為
者
の
可
罰
性
・
答
責
性
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

を
正
面
か
ら
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
被
害
者
の
落
ち
度
（
答
責
性
）
が
行
為
者
の
可
罰
性
判
断
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
詐
欺
罪
の
み
な
ら
ず
、
他
の
犯
罪
類
型
で
も
問
題
と
な
り
う
る
し
、
学
説
上
も
、
た
と
え
ば
過
失
犯
の
検
討
に
お
い
て
す
で
に
議
論
が
み
ら
れ
る
。

被
害
者
の
答
責
性
が
行
為
者
の
可
罰
性
判
断
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
私
見
は
、
そ
の
根
拠
づ
け
を
、
本
稿
で
は
欺
罔
行
為
の
概
念
規
定
か
ら

導
い
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
私
見
の
射
程
は
詐
欺
罪
の
可
罰
性
判
断
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
害
者
の
答
責
性
と
行
為
者
の

可
罰
性
と
が
密
接
に
関
連
す
る
と
の
結
論
を
、
本
稿
で
採
用
し
た
手
法
以
外
か
ら
も
、
導
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
行
為
者
の
答
責
領
域
を

問
題
と
す
る
客
観
的
帰
属
論
か
ら
す
れ
ば
、
行
為
者
と
被
害
者
と
の
答
責
配
分
が
検
討
対
象
と
な
る
か
ら
、
行
為
者
の
可
罰
性
判
断
に
お
い
て
被
害
者
の

答
責
性
を
考
慮
す
る
と
の
思
考
方
法
を
採
用
し
や
す
い
。
あ
る
い
は
、
刑
法
の
謙
抑
性
や
補
充
性
の
観
点
か
ら
、
被
害
者
が
自
己
の
法
益
を
行
為
者
の
侵

害
か
ら
保
護
で
き
る
場
合
に
は
、
行
為
者
の
可
罰
性
は
否
定
さ
れ
る
と
考
え
る
見
解
、
い
わ
ゆ
る
被
害
者
解
釈
学
（V

iktim
odogm

atik

）
か
ら
は
、
被

害
者
の
答
責
性
は
行
為
者
の
可
罰
性
判
断
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。こ
れ
ら
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、本
稿
で
の
検
討
と
は
異
な
り
、

被
害
者
の
答
責
性
は
詐
欺
罪
に
と
ど
ま
ら
ず
、広
く
一
般
的
に
刑
法
上
の
評
価
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。そ
の
よ
う
な
理
論
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
本
稿
で
の
主
張
か
ら
す
れ
ば
、
詐
欺
罪
の
成
否
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
各
取
引
類
型
に
お
け
る
平
均
的
な
構
成
員
の
類
型
化
が
必
要
と
な

る
が
、
各
種
取
引
に
お
い
て
一
般
に
求
め
ら
れ
る
平
均
的
な
情
報
収
集
措
置
の
程
度
に
関
す
る
個
別
的
な
検
討
は
他
日
を
期
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
176
）
以
下
に
挙
げ
るA

bo

事
例
、Ping–A

nrufe

事
例
以
外
に
も
、
電
気
通
信
技
術
を
用
い
た
多
数
に
対
す
る
真
実
主
張
に
よ
る
欺
罔
の
事
案
類
型
を
紹
介
す
る
も
の
に
、

Scheinfeld

（Fn. 158

）, 167

（
電
話
景
品
事
例
）; Bosch, ” M

oderne V
ertriebsform

en“ und Schutz des ” exquisit D
um

m
en“, in: Joecks u.a.

（H
rsg.

）, 
FS Sam

son, 2010, S. 241 ff.

（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
事
例
）。 

（
177
）
本
事
例
は
、
利
用
者
ら
に
そ
れ
と
意
識
さ
せ
ず
に
定
期
契
約
の
締
結
を
行
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、A

bonnem
ent

（
定
期
契
約
）
の
略
称
と
し
て
、A

bo

事



二
五
三

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

例
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、K

osten

事
例
と
か
、Internet

事
例
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
178
）BGH

, U
rt. v. 5. 3. 2014, N

JW
 2014, 2595 = K

&
R 2014, 579 = w

istra 2014, 394 = StV
 2014, 665 = JZ 2014, 1060 = M

M
R 2014, 843. 

な
お
、
中
間

手
続
で
は
、LG Frankfurt a.M

. M
M

R 2009, 421 = K
&

R 2009, 348

が
、
欺
罔
行
為
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
十
分
な
犯
罪
行
為
の
嫌
疑
を
否
定
し
た
の
に
対
し

て
、O

LG Frankfurt a.M
. N

JW
 2011, 398 = GRU

R 2011, 249 = M
M

R 2011, 270 = K
&

R 2011, 205

は
こ
れ
を
肯
定
し
て
お
り
、
欺
罔
行
為
の
肯
否
に
争

い
が
み
ら
れ
た
。

（
179
）
な
お
、
本
件
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
り
、
財
産
的
損
害
（Rn. 37 ff.

）、
既
遂
の
有
無
（Rn. 40

）、
禁
止
の
錯
誤
の
肯
否
（Rn. 41 f.

）、
ド
イ
ツ
刑
法
二
六
三
条
三
項

二
文
一
号
お
よ
び
二
号
に
い
う
量
刑
上
重
く
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
情
（Regelbeispiel

）
の
適
用
（Rn. 44 ff.

）
が
争
わ
れ
て
い
る
が
、本
稿
で
は
問
題
関
心
の
相
違
か
ら
、

欺
罔
行
為
の
存
否
だ
け
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

（
180
）BGH

 N
JW

 2014, 2596, Rn. 16, 17.

（
181
）PA

ngV

第
一
条
六
項
二
文
「
本
規
則
に
従
っ
て
表
示
に
つ
き
義
務
を
負
う
者
は
、
そ
の
表
示
を
、
提
供
内
容
又
は
広
告
物
に
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
に
分
類
し
、
容
易

に
認
識
で
き
る
よ
う
に
し
、
及
び
明
確
に
判
読
で
き
る
よ
う
に
し
、
又
は
そ
の
他
の
方
法
で
十
分
に
知
覚
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
182
）BGH

 N
JW

 2014, 2596, Rn. 18.

（
183
）
平
均
的
な
消
費
者
像
の
概
念
に
つ
い
て
、欧
州
裁
判
所
（EuGH

）
は
、「
平
均
的
に
情
報
を
得
た
、注
意
力
と
理
解
力
を
有
す
る
平
均
的
な
消
費
者
（durchschnittlich 

inform
ierter, aufm

erksam
er und verständiger D

urchschnittsverbraucher

）」
と
し
て
お
り
（EuGH

 N
JW

 2000, 1173, 1174, Rn. 27

）、U
GP–RL

の
理
由
書
一
八
号
に
よ
れ
ば
「
相
応
に
十
分
な
教
育
を
受
け
た
、
相
応
の
注
意
力
と
批
判
能
力
を
有
し
た
平
均
的
な
消
費
者
（D

urchschnittsverbraucher, der 
angem

essen gut unterrichtet und angem
essen aufm

erksam
 und kritisch ist

）」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
184
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、Satzger, D

ie Europäsierung des Strafrechts, 2001, S. 560; ders., Internationales und Europäisches Strafrecht, 
6. A

ufl. 2013,§
9 Rn. 104

を
参
照
。

（
185
）
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
た
と
え
ば
、Soyka, Einschränkungen des Betrugstatbestandes durch sekundäres Gem

einschaftsrecht am
 Beispiel der 

Richtlinie 2005/29/EG über unlautere Geschäftspraktiken, w
istra 2007, 127.

（
186
）
こ
こ
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
Ｅ
Ｕ
法
が
国
内
法
解
釈
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
説
示
は
省
略
し
た
。
簡

潔
に
述
べ
る
と
、
た
し
か
に
「
国
内
の
法
適
用
が
連
合
法
の
す
べ
て
の
評
価
規
定
に
方
向
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
し
て
も
…
…
［
中
略
］、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
親
和
的

に
解
釈
す
る
義
務
に
は
限
界
が
あ
る
」
の
で
あ
っ
て
、U

GP–RL

の
目
的
と
国
内
刑
法
に
お
け
る
詐
欺
罪
の
目
的
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
詐
欺
罪
をU

GP–
RL

に
則
し
て
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
を
錯
誤
に
陥
れ
る
場
合
に
の
み
詐
欺
罪
が
肯
定
さ
れ
る
と
解
釈
す
べ
き
義
務
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
（BGH

 N
JW

 2014, 
2597

）。

（
187
）BGH

 N
JW

 2014, 2597, Rn. 30.
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（
188
）BGH

 N
JW

 2014, 2597, Rn. 31, 32.
（
189
）LG Frankfurt a.M

., U
rt. v. 18. 06. 2012

─27 K
Ls 3330 Js 212484/07.

（
190
）
付
言
で
は
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
刑
訴
法
で
は
、Strafanzeige

とStrafantrag

を
区
別
し
て
お
り
（
ド
イ
ツ
刑
訴
法
一
五
八
条
）、
前
者
が
純
粋
な
犯
罪
事
実
の
通
知

を
示
す
も
の
で
、
後
者
も
同
様
に
犯
罪
事
実
の
通
知
に
も
関
連
す
る
が
、
刑
事
訴
追
を
行
う
た
め
の
嫌
疑
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
、
親
告
罪
に
お

い
て
は
、Strafantrag

が
な
け
れ
ば
刑
事
訴
追
が
な
さ
れ
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、Strafantrag

は
、
わ
が
国
に
い
う
告
訴
に
類
似
し
た
概
念
で
あ
る
と
思
わ
れ
、

そ
の
対
比
か
らStrafanzeige

を
告
発
と
訳
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
が
国
に
い
う
告
発
・
告
訴
が
そ
の
主
体
に
よ
っ
て
も
区
別
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ

に
い
うStrafanzeige

お
よ
びStrafantrag

は
、
い
ず
れ
も
そ
の
主
体
を
問
わ
な
い
（Pfeiger in: D

ölling/D
uttge/Rössner

（H
rsg.

）, Gesam
tes Strafrecht 

H
andkom

m
entar, 3. A

ufl. 2013, II§
158 Rn. 3

）。

（
191
）BGH

 N
JW

 2014, 2597, Rn. 40. 

た
だ
し
、
こ
れ
は
被
告
人
に
と
っ
て
不
利
と
な
る
事
情
で
は
な
い
の
で
、
上
告
を
棄
却
す
る
理
由
に
は
あ
た
ら
な
い
。

（
192
）
本
件
は
ほ
か
に
も
、Lock–A

nrufe

事
例
やA

npingen

事
例
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
193
）BGH

, U
rt. v. 27. 3. 2014, BGH

St 59, 195 = N
JW

 2014, 2054 = w
istra 2014, 310 = M

M
R 2014, 630 = StV

 2014, 670 = N
StZ 2015, 158 usw

. A
bo

事
例
同
様
に
、
本
件
で
も
、LG O

snabrück

（LG O
snabrück, 26.05.2010

─10 K
Ls 38/09

：
非
公
刊
裁
判
例
で
あ
り
、O

LG O
ldenburg

の
判
決
文
中
の
引
用

を
参
照
し
た
）
が
公
判
開
始
を
否
定
し
、OLG O
ldenburg

が
十
分
な
犯
罪
行
為
の
嫌
疑
を
認
め
て
、
公
判
開
始
を
命
じ
た
（O

LG O
ldenburg w

istra 2010, 453 = 
K

&
R 2010, 676 = M

M
R 2010, 791

）
と
の
経
緯
が
あ
る
。

（
194
）
原
語
で
い
う
とM

ehrw
ertdienstnum

m
er

で
あ
る
。
わ
が
国
で
い
う
と
こ
ろ
の
情
報
料
代
理
徴
収
型
サ
ー
ビ
ス
、
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ2を
想
起
す
る
と
、
理

解
に
易
い
と
思
わ
れ
る
。

（
195
）
た
だ
し
、
実
際
に
は
、
連
邦
通
信
局
の
命
令
に
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
の
時
点
で
、
被
告
人
ら
の
用
い
た
電
話
番
号
は
閉
鎖
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
一
月
に
は
同

様
に
連
邦
通
信
局
に
よ
り
、
当
該
通
話
料
金
の
請
求
お
よ
び
徴
収
の
禁
止
が
命
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
被
告
人
ら
に
対
す
る
支
払
い
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

（
196
）
な
お
、
本
件
で
は
欺
罔
行
為
の
存
否
の
ほ
か
に
、
利
得
と
損
害
と
の
素
材
同
一
性
（Stoffgleichheit

）
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
概
説
す
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
詐
欺
罪
が
財
産
移
転
罪
（V

erm
ögensverschiebungsdelikt

）
で
あ
る
こ
と
の
帰
結
か
ら
、
そ
の
主
観
的
要

件
で
あ
る
利
得
意
図
に
素
材
同
一
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
素
材
同
一
性
と
は
、
行
為
者
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
利
益
が
被
害
者
に
お
い
て
喪
失
さ
れ

た
財
産
か
ら
生
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
つ
ま
り
は
、
利
得
と
損
害
と
が
鏡
像
的
に
関
係
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
す
（R

engier, Strafrecht, 
Besonderer T

eil, Bd. 1, 16. A
ufl. 2014,§

263 Rn. 246

）。
素
材
同
一
性
に
関
し
て
は
、
松
宮
・
前
掲
注（
153
）二
四
七
頁
以
下
お
よ
び
樋
口
亮
介
「
ド
イ
ツ
財
産

犯
講
義
ノ
ー
ト
」
東
京
大
学
法
科
大
学
院
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
九
五
頁
参
照
。
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
が
電
話
通
信
網
上
で
提
供
さ
れ
る
場
合
、
利

用
者
が
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
点
で
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
対
価
は
電
話
通
信
網
運
営
者
に
よ
っ
て
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
に
支
払
わ
れ
、
そ
の
後

に
電
話
通
信
網
運
営
者
が
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
て
通
話
料
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
上
乗
せ
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
手
続
：



二
五
五

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

O
nline–Billing–V

erfahren

）。
そ
れ
ゆ
え
に
、
行
為
者
の
獲
得
し
た
利
得
は
、
被
害
者
の
財
産
か
ら
で
は
な
く
、
電
話
通
信
網
運
営
者
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、

素
材
同
一
性
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
本
件
で
の
決
済
が
前
述
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
手
続
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
素
材
同
一
性
を
肯
定
し

て
い
る
。Ping–A

nruf

事
例
で
の
素
材
同
一
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、Brand/R

escke, D
ie Bedeutung der Stoffgleichheit im

 Rahm
en betrügerischer 

T
elefonanrufe, N

StZ 2011, 379

が
詳
し
い
。
な
お
、Brand/R

escke

に
よ
れ
ば
、
本
件
で
は
、
素
材
同
一
性
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
電
話
通
信
網
運
営
者

を
被
害
者
と
す
る
間
接
正
犯
で
の
詐
欺
（
未
遂
）
罪
が
肯
定
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う
（Brand/R

escke N
StZ 2011, 382 f.

）。

（
197
）
事
実
、LG O

snabrück

は
、
公
判
開
始
が
争
わ
れ
た
際
に
、
通
話
発
信
行
為
に
は
、
な
ん
ら
の
説
明
価
値
も
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
欺
罔
行
為
の
存
在
を
否
定

し
て
い
た
。

（
198
）BGH

 N
JW

 2014, 2055, Rn. 13, 14.

（
199
）
Ｔ
Ｋ
Ｇ
六
六
条
ｋ
第
一
項
「
契
約
者
に
通
話
発
信
を
可
能
に
す
る
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
は
、
通
信
接
続
を
行
う
際
に
通
話
発
信
者
の
番
号
と
し
て
国

内
電
話
番
号
が
過
不
足
な
く
表
示
さ
れ
、
か
つ
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
番
号
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
保
障
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
…
…
［
後
略
］。」

（
200
）
な
お
、
付
加
価
値
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号
を
通
話
発
信
者
の
番
号
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｇ
第
六
六
条
ｊ
（
同
条
一
項
「
発
信
相
手
に
接
続
料
金
を

発
生
さ
せ
る
通
話
接
続
（
い
わ
ゆ
るR–Gespräche

）
に
基
づ
い
て
、
通
話
発
信
者
に
支
払
い
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
前
文
に
従
っ
て
通
話
発
信
者
へ
の
支
払
い
を

伴
うR–Gespräche

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
許
容
さ
れ
な
い
」）
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
〇
〇
七
年
九
月
一
日
の
電
気
通
信
法
規
則
を
変
更
す
る
法

律
（Gesetz zur Ä

nderung telekom
m

unikationsrechtlicher V
orschriften

）
に
よ
っ
て
発
効
し
て
お
り
、行
為
当
時
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
刑
事
部
に
よ
れ
ば
、
事
実
審
の
認
定
を
基
礎
と
し
た
場
合
、
当
該
行
為
の
禁
止
は
、
通
信
会
社
の
自
主
規
制
義
務
か
ら
生
じ
て
お
り
、
付
加
価
値
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
番
号
を
貸
与
す
る
際
の
契
約
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
行
為
は
行
為
当
時
も
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
201
）BGH

 N
JW

 2014, 2055, Rn. 15

─18.

（
202
）
こ
の
〇
一
三
七
番
台
は
、
ほ
か
の
付
加
価
値
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号
（
〇
九
〇
〇
や
〇
一
九
〇
）
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
た
と
え
ば
、V

odafon

が
〇
一
七
三

番
か
ら
は
じ
ま
る
電
話
番
号
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
通
常
の
携
帯
電
話
番
号
と
混
同
さ
れ
や
す
い
と
い
う
（E

iden, W
enn das H

andy einm
al 

klingelt, Jura 2011, 863, 867

）。
同
旨
の
指
摘
に
、K

ölbel, N
eue T

echnologie und altes Strafrecht: Betrug durch Ping–A
nrufe?, JuS 2013, 193

。

（
203
）BGH
 N

JW
 2014, 2055 f., Rn. 19.

（
204
）BGH

 N
JW

 2014, 2055 f., Rn. 23. 

な
お
、
Ｌ
Ｇ
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
九
名
の
証
人
の
う
ち
、
一
名
が
当
該
電
話
番
号
が
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
番
号
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
た
と
い
う
が
、
Ｌ
Ｇ
は
こ
の
認
定
に
基
づ
き
、
損
害
の
算
定
の
際
に
、
全
体
の
六
六
万
件
の
八
〇
％
に
あ
た
る
五
二
万
八
、〇
〇
〇
件
に
お
い
て
錯
誤
に
基
づ
い

た
処
分
行
為
が
行
わ
れ
た
と
し
て
、
五
一
万
七
、四
四
〇
ユ
ー
ロ
の
損
害
が
行
為
者
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
し
た
。

（
205
）
そ
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
者
に
、
た
と
え
ば
、Jahn JuS 2010, 1119.
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（
206
）A

bo

事
例
と
請
求
書
類
似
書
類
送
付
事
例
と
の
類
似
性
に
言
及
す
る
も
の
に
、E

isele

（Fn. 121

）, 193.
（
207
）
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
に
、
た
と
え
ば
、Bosch （Fn. 176

）, S. 241.
（
208
）K

ölbel （Fn. 202

）, 194

に
よ
れ
ば
、
個
々
の
被
害
額
の
僅
少
性
は
、
行
為
者
の
阻
止
閾
（H

em
m

schw
elle

）
を
低
下
さ
せ
る
事
情
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
れ

は
被
害
者
に
お
い
て
は
、
慎
重
さ
を
低
下
さ
せ
る
事
情
で
も
あ
り
、
行
為
者
に
と
っ
てPing–A

nrufe

が
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
手
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

（
209
）
た
と
え
ば
、O

gorek, Ping oder Signal fatal! —
V

om
 justizgestützten M

issbrauch des Com
puters—

, m
yops 11/2011, 23, 28

は
、
請
求
書
類
似
書

類
送
付
事
例
で
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
断
基
準
は
、Ping–A

nrufe

事
例
で
も
転
用
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
210
）
「
恒
常
的
な
付
随
認
識
（ständiges Begleitw

issen

）」
と
も
い
う
。
詳
細
は
後
述
（
Ⅵ
章
2
）
す
る
が
、
簡
潔
に
述
べ
る
と
、
行
為
者
が
欺
罔
し
た
事
実
に
つ
い

て
、
被
欺
罔
者
が
ま
っ
た
く
表
象
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
当
該
事
実
が
、
法
的
に
み
て
、
あ
る
い
は
社
会
通
念
か
ら
し
て
前
提
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
限
り
で
は
、

錯
誤
の
存
在
を
肯
定
す
る
と
の
考
え
で
あ
る
。

（
211
）Schröder （Fn. 11

）, 158 f. Schröder

の
見
解
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
章
１
⑴
を
参
照
。

（
212
）LG Frankfurt a.M

. K
&

R 2009, 348, 350.

（
213
）O

LG Frankfurt a.M
. N

JW
 2011, 398, 400.

（
214
）
な
お
、A

bo

事
例
で
は
、
刑
法
典
以
外
の
刑
罰
規
定
と
し
て
不
正
競
争
防
止
法
（
Ｕ
Ｗ
Ｇ
）
一
六
条
一
項
［
可
罰
的
な
広
告
］（「
特
に
有
利
な
契
約
の
申
し
出
と
い

う
外
観
を
惹
起
す
る
目
的
で
、
公
的
周
知
や
多
数
に
向
け
ら
れ
た
通
知
に
お
い
て
、
虚
偽
の
言
明
を
通
じ
て
人
を
錯
誤
に
陥
れ
る
よ
う
に
広
告
を
行
う
者
は
、
二
年
以

下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
刑
に
処
す
る
」）
の
成
否
が
問
題
と
な
り
、
詐
欺
罪
と
の
競
合
関
係
も
論
点
と
な
り
う
る
。A

bo

事
例
で
の
Ｕ
Ｗ
Ｇ
第
一
六
条
一
項
の
成
否
に

つ
い
て
は
、Bram

m
sen/A

pel, Strafbare W
erbung für ” A

bo–Fallen“ —
 Ein ” Sternhinw

eis“ zur Ergänzung der Betrugsstrafbarkeit, W
RP 2011, 

1254; A
pel, K

eine A
nw

endung des europa–rechtlichen V
erbraucherleitbilds beim

 Betrug, K
&

R 2014, 584.  

詐
欺
罪
と
Ｕ
Ｗ
Ｇ
第
一
六
条
一
項
と
の

相
違
に
つ
い
て
は
、R

uhs, N
eue W

age für das Betrugsstrafrecht, in: Bernsm
ann/Fischer （H

rsg.

）, FS Rissing–van Saan, 2011, S. 567 ff., 576

が
詳

し
い
。
な
お
、R

uhs

に
よ
れ
ば
、
Ｕ
Ｗ
Ｇ
第
一
六
条
一
項
が
、
広
告
の
受
け
手
の
処
分
自
由
を
保
護
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
刑

法
に
い
う
詐
欺
罪
は
純
粋
な
財
産
保
護
規
定
で
あ
る
と
い
う
。
詐
欺
罪
と
の
関
係
で
は
、
広
告
の
存
在
を
構
成
要
件
と
し
て
い
る
点
で
詐
欺
罪
よ
り
も
狭
く
、
法
益
侵

害
と
し
て
の
財
産
損
害
や
危
殆
化
損
害
を
要
求
し
て
い
な
い
点
で
詐
欺
罪
よ
り
も
広
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
（S. 576 f.

）。

（
215
）BGH
St 51, 165, 170.  

本
判
決
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
54
）
二
〇
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
216
）BGH

 N
JW

 2014, 2596, Rn. 18. 

な
お
、
こ
の
よ
う
に
刑
法
外
規
範
か
ら
詐
欺
罪
に
欺
罔
行
為
を
導
く
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
Ｂ
Ｇ
Ｈ
自
身
が
否
定
す
る
欺
罔
概
念
・

錯
誤
概
念
の
規
範
化
で
あ
る
と
指
摘
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
こ
の
点
で
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
に
、R

önnau/W
egner JZ 2014, 1060, 1066.

（
217
）Seidl jurisPR –IT

R 2/2009 A
nm

. 3. 

な
お
、
一
般
的
に
、
提
供
さ
れ
る
製
品
の
価
格
が
適
正
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
購
入
者
の
リ
ス
ク
に
属
す
る
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
る
が
、Bram

m
sen/A

pel （Fn. 214

）, 1255

）
に
よ
れ
ば
、PA

ngV

は
「
価
格
の
透
明
性
に
関
す
る
『
リ
ス
ク
配
分
』
を
、
売
り
手
の
負
担
領
域
に
強
く
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詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

認
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

（
218
）
前
掲
注（
199
）お
よ
び（
200
）。
な
お
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
同
様
に
、Ping–A

nrufe

事
例
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｋ
Ｇ
違
反
か
ら
欺
罔
行
為
を
肯
定
す
る
論
者
に
、Jäger JA

 2014, 630, 
631; K

ölbel （Fn. 202

）, 195 f.
（
219
）
同
条
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
契
約
を
締
結
す
る
際
に
購
入
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
後
に
、
確
認
画
面
が
表
示
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
無
効
を
主
張

で
き
る
こ
と
を
規
定
す
る
。

（
220
）
な
お
、
こ
の
よ
う
に
法
規
範
違
反
の
存
否
を
中
心
に
欺
罔
行
為
を
構
成
す
る
場
合
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
認
め
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
願
望
」
に
関
す
る
欺
罔
に
は
、
問

題
が
生
じ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
よ
れ
ば
、
電
話
番
号
を
相
手
方
の
着
信
履
歴
に
残
す
行
為
に
は
、「
通
常
費
用
で
の
折
返
電
話
が
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
説
明

内
容
と
と
も
に
、「
着
信
履
歴
に
残
さ
れ
た
番
号
の
所
有
者
が
、真
摯
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
の
説
明
内
容
が
仲
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、

前
者
の
説
明
価
値
は
Ｔ
Ｋ
Ｇ
違
反
に
基
づ
い
て
導
か
れ
る
に
し
て
も
、
後
者
の
説
明
価
値
は
Ｔ
Ｋ
Ｇ
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
本
法
律
か
ら
根
拠
づ
け
ら
れ
う
る
も
の
で

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
Ｔ
Ｋ
Ｇ
は
、
た
と
え
ば
、
い
た
ず
ら
電
話
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
要
求
を
伴
わ
な
い
通
話
発
信
を
禁
止
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
い
う
規
範
的
観
点
は
、
も
っ
ぱ
ら
法
規
範
に
よ
っ
て
の
み
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
行
為
者
態
度
の
説

明
価
値
は
商
取
引
に
お
け
る
一
般
的
な
考
え
方
か
ら
も
導
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
関
連
法
規
が
な
い
こ
と
が
即
座
に
規
範
的
観
点
に
照
ら
し
て
説
明
価
値
が
否
定
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
実
際
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
要
求
に
関
す
る
説
明
価
値
を
論
証
す
る
際
に
、
関
連
法
規
を
示
す
こ
と
な
く
、
不
在
着
信

が
「
一
般
的
見
地
」
か
ら
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
解
し
た
と
し
て
も
、
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
が
、
法
益
の
観
点

か
ら
し
て
、
財
産
と
の
関
連
性
が
問
題
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
ド
イ
ツ
の
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
財
産
と
の
関
連
性
を
も
た
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
要
求
に
か
か
る
虚
偽
は
、
詐
欺
罪
に
い
う
欺
罔
行
為
を
構
成
し
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
（M

ayer–Lux, D
ie konkludente T

äuschung im
 Betrug, 

2013, S. 242 f.; M
ayer–Lux/K

. Schum
ann ZW

H
 2013, 10, 13 f.

）。

（
221
）K

rack, Betrug durch das Betreiben von A
bofallen, ZIS 2014, 536, 539.

（
222
）
な
お
、Button–Lösung

に
か
か
る
規
定
は
、
本
件
行
為
後
の
二
〇
一
二
年
に
ド
イ
ツ
民
法
三
二
一
条
ｇ
［
撤
回
権
（W

iderrufsrecht

）］
第
二
項
か
ら
四
項
に
制

定
さ
れ
、
現
行
規
定
は
二
〇
一
四
年
改
正
後
の
も
の
で
あ
る
。

（
223
）K

rack （Fn. 221

）, 539. 

（
224
）E

isele （Fn. 121

）, 197.

（
225
）K
rack （Fn. 221

）, 539.

（
226
）
Ｔ
Ｋ
Ｇ
第
六
六
条
ａ
［
価
格
表
示
］「
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
、プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ー
ビ
ス
…
…
［
中
略
］
を
提
供
又
は
そ
の
た
め
の
広
告
を
行
う
者
は
、当
該
サ
ー

ビ
ス
の
請
求
に
つ
き
、
そ
の
請
求
額
が
時
間
に
応
じ
て
変
化
す
る
場
合
に
は
、
分
ご
と
に
発
生
す
る
請
求
額
を
、
時
間
に
よ
っ
て
変
動
し
な
い
場
合
に
は
、
請
求
ご
と

の
請
求
額
を
、
売
上
税
（U

m
satzsteuer

）、
そ
の
他
の
価
格
構
成
要
素
を
含
め
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
価
格
を
表
示
す
る
際
に
は
、
当
該
価
格
は
、
十
分
に



二
五
八

判
読
可
能
で
、
明
白
に
視
認
可
能
な
形
で
、
か
つ
通
話
番
号
と
直
接
的
に
関
連
さ
せ
て
、
表
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
話
番
号
を
表
示
す
る
際
に
は
、
価
格
の

表
示
時
間
は
、電
話
番
号
の
表
示
時
間
よ
り
も
、短
く
て
は
な
ら
な
い
。
継
続
的
関
係
が
締
結
さ
れ
る
場
合
に
は
、そ
の
旨
が
表
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
［
後

略
］」

（
227
）
た
と
え
ば
、Cram

er/Perron （Fn. 118

）,§
263 Rn. 14, 15

。
日
本
に
お
い
て
も
、
不
真
正
不
作
為
犯
が
あ
く
ま
で
例
外
的
な
処
罰
拡
張
に
鑑
み
れ
ば
、
作
為
の
存

否
が
検
討
さ
れ
た
の
ち
に
、
作
為
義
務
違
反
に
基
づ
く
不
作
為
の
肯
否
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
の
主
張
が
み
ら
れ
る
（
林
・
前
掲
注（
7
）二
三
二
頁
）。
な
お
、
こ
れ
に

対
し
て
、
作
為
と
不
作
為
と
の
優
先
関
係
を
問
題
視
す
る
こ
と
な
く
、
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、Zim

m
erm

ann FD
–SrafR 2010, 308037

。

（
228
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
8
）二
八
六
頁
以
下
お
よ
び
二
九
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
229
）
こ
れ
に
対
し
て
、M

ayer–Lux/K
. Schum

ann （Fn. 220

）, 15 f. 

は
、
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
をPing–A

nrufe

事
例
で
否
定
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｋ
Ｇ
第

六
六
条
ａ
で
の
価
格
通
知
義
務
は
、「
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
又
は
告
知
す
る
」
場
合
に
の
み
課
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、Ping–A

nrufe

事
例
で
は
、「
単
に
電
話
番
号

を
相
手
方
の
不
在
着
信
リ
ス
ト
に
残
す
だ
け
で
は
、
い
ま
だ
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
為
者
に
よ
っ
て
申
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
認
識
可
能
で
は
な

い
か
ら
［
傍
点
は
原
文
中
イ
タ
リ
ッ
ク
に
よ
る
強
調
］」、
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
は
あ
た
ら
な
い
と
い
う
。
た
し
か
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
に
は
該
当
し
う
る
が
、

「
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
最
初
の
通
話
発
信
時
に
、
折
返
通
話
の
価
格
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
か
ら
、
法
は
不
可
能
を
強
い
な
い
（ultra posse 

nem
o obligatur

）
と
い
う
一
般
原
則
に
従
っ
て
、
詐
欺
罪
に
い
う
告
知
義
務
は
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
。
同
様
に
、
着
信
を
受
け
た
者
が
折
返
電
話
を
行
う
前

に
、
行
為
者
に
は
価
格
表
示
を
行
う
技
術
的
な
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
告
知
義
務
を
否
定
す
る
も
の
に
、E

iden （Fn. 202

）, 866

。

（
230
）Satzger, in: Satzger/Schluckebier/W

idm
aier

（H
rsg.

）, StGB Strafgesetzbuch K
om

m
entar, 2. A

ufl. 2014,§
263 Rn. 82, 84; Cram

er/Perron （Fn. 
118

）,§
263 Rn. 21. 

（
231
）E

iden （Fn. 202

）, 866.

（
232
）K

indhäuser （Fn. 13

）,§
263 Rn. 168; W

essels/H
illenkam

p, Strafrecht BT
 2, 37. A

ufl. 2014, Rn. 504. 

な
お
、W

. Frisch, Funktion und Inhalt des 

” Irrtum
s“ im

 Betrugstatbestand: Zur dogm
atischen Bedeutung des O

pferverhaltens in§
263 StGB, in: K

aufm
ann/Bem

m
ann/K

rauss/V
olk 

（H
rsg.

）, FS Bockelm
ann, 1979, S. 647, S. 650 

に
よ
れ
ば
、
錯
誤
要
件
は
「
被
害
者
の
財
産
の
危
険
源
を
示
す
機
能
」
を
有
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
詐
欺
罪
の
錯
誤
要
件
に
関
す
る
問
題
点
を
ま
と
め
た
近
時
の
論
稿
と
し
て
、R

önnau/Becker, Grundw
issen –– Strafrecht: D

er Irrtum
 beim

 Betrug （§

 

263 StGB

）, JuS 2014, 504.

（
233
）
前
田
・
前
掲
注（
132
）七
六
七
頁
以
下
や
斎
藤
・
前
掲
注（
7
）一
三
六
頁
な
ど
。

（
234
）BGH

 N
JW

 2003, 1198, 1199.  

対
多
数
取
引
の
特
殊
性
に
つ
い
て
は
、BGH

 N
StZ 2007, 213 

を
参
照
。

（
235
）
た
だ
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
近
時
、「
判
決
理
由
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
誤
っ
た
表
象
が
当
該
人
に
お
い
て
生
じ
て
お
り
、
か
つ
、
こ
の
表
象
が
財
産
処
分
行
為
に
関

連
し
て
い
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
、
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、「
通
常
は
、
錯
誤
し
た
人
を
突
き
止
め
、
公
判
に
お
い
て
犯
罪
行
為
に
関
連
す
る
表
象
を
取
り
調
べ
る



二
五
九

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
」
が
、「
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
は
例
外
な
く
妥
当
す
る
も
の
で
は
な
」
く
、「
処
分
行
為
者
の
表
象
が
規
範
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
場
合
に
は
、

数
名
の
証
人
を
尋
問
す
る
こ
と
で
足
り
る
」
の
で
あ
っ
て
、「
そ
の
証
言
が
錯
誤
の
存
在
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
処
分
行
為
者
に
お
け
る
錯
誤

惹
起
も
推
測
さ
れ
る
」
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（BGH

, U
rt. v. 22. 11. 2013, BGH

St 59, 75 = N
JW

 2014, 1604 = N
StZ 2014, 215 = w

istra 2014, 97, 98

）。

（
236
）K

ölbel （Fn. 202

）, 197. 

あ
る
い
は
、V

ergho （Fn. 174

）, 89 

は
、
虚
偽
広
告
を
禁
止
す
る
Ｕ
Ｗ
Ｇ
と
詐
欺
罪
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
詐
欺
罪
に
お
け
る
錯
誤
が
純

粋
事
実
的
に
決
定
さ
れ
る
点
に
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。V

ergho

に
よ
れ
ば
、「
不
正
競
争
防
止
法
に
い
う
『
錯
誤
さ
せ
る
（Irreführung

）』
と
い
う
概
念
は
、
欺
罔

と
錯
誤
の
区
別
を
し
て
お
ら
ず
、
両
要
素
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
」
の
に
対
し
て
、
詐
欺
罪
に
お
い
て
錯
誤
は
独
立
要
件
で
あ
る
と
い
う
。

（
237
）BGH

 N
JW

 2014, 2597, Rn. 30.

（
238
）
も
っ
と
も
、
こ
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
自
己
矛
盾
に
つ
い
て
は
、A

bo

事
例
の
判
示
に
お
い
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
「
過
度

0

0

の
規
範
化
」
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
錯
誤
の

規
範
的
評
価
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
読
む
こ
と
も
で
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
見
解
に
矛
盾
は
な
い
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た

場
合
、
問
題
と
な
る
の
は
、
錯
誤
の
規
範
化
が
許
容
さ
れ
る
限
界
で
あ
る
。
こ
の
点
、R

önnau/W
egner （Fn. 216

）, 1066 

に
よ
れ
ば
、「
刑
法
二
六
三
条
の
制
限
的

な
解
釈
が
支
持
さ
れ
え
な
い

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
な
場
合
に
の
み
［
傍
点
は
イ
タ
リ
ッ
ク
で
の
強
調
］」、
錯
誤
の
規
範
化
が
、
平
均
的
な
消
費
者
を
詐
欺
罪
に
導
入
し
な
い
こ
と
の
論

拠
に
な
る
と
い
う
。

（
239
）R

engier （Fn. 196

）,§
263 Rn. 40.  R

engier

は
、
こ
れ
を
、「
積
極
的
な
誤
っ
た
表
象
（positive Fehlvorstellung

）」
と
名
づ
け
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て

も
、
錯
誤
は
「
観
念
と
真
実
と
の
不
一
致
」（
前
田
・
前
掲
注（
132
）七
六
六
頁
）
や
、「
思
い
違
い
、
す
な
わ
ち
、
事
実
と
認
識
の
不
一
致
」（
林
・
前
掲
注（
7
）二
三
三

頁
）
と
さ
れ
、
こ
の
定
義
は
ド
イ
ツ
の
も
の
と
異
な
ら
な
い
。

（
240
）
こ
の
点
に
着
目
し
て
、
作
為
に
よ
る
欺
罔
と
不
作
為
に
よ
る
欺
罔
と
は
、
被
害
者
の
錯
誤
の
要
因
や
錯
誤
惹
起
時
点
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、Lackner （Fn. 22

）,§
263 Rn. 58.  

わ
が
国
に
お
い
て
は
、吉
田
敏
雄
著
・
斉
藤
誠
二
編
『
刑
法
各
論
［
第
4
版
］』（
八
千
代
出
版
、一
九
九
〇
年
）

一
九
四
頁
、
山
中
敬
一
『
刑
法
各
論
［
第
2
版
］』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
三
一
七
頁
、
斎
藤
・
前
掲
注（
7
）一
三
五
頁
な
ど
。
詐
欺
罪
に
お
け
る
作
為
と
不
作
為

の
区
別
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
54
）二
〇
〇
頁
以
下
、
二
〇
九
頁
以
下
。

（
241
）
先
に
挙
げ
た
飲
食
店
の
事
例
と
は
異
な
り
、
無
賃
乗
車
の
場
合
に
は
、
詐
欺
罪
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
錯
誤
が
肯
定
さ
れ
る
の
は
、「
少
な
く
と
も
、
車

掌
が
何
者
か
が
『
無
賃
乗
車
者
』
と
し
て
乗
車
し
た
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
場
合
に
限
ら
れ
る
」（R

önnau/Becker （Fn. 232

）, 505

）。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、「
列
車

や
劇
場
に
忍
び
込
み
、
運
転
手
や
興
行
者
が
そ
れ
を
知
ら
ず
に
列
車
を
発
車
さ
せ
、
あ
る
い
は
演
劇
を
は
じ
め
た
と
し
て
も
、
こ
の
役
務
の
交
付
は
、
錯
誤
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
さ
れ
る
（
平
野
龍
一
『
刑
法
概
説
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
）
二
一
三
頁
）。

（
242
）BGH

 N
JW

 2014, 2055 f., Rn. 23.

（
243
）R

önnau/Becker （Fn. 232

）, 505 

に
よ
れ
ば
、「『
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
』
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、…
…
［
中
略
］
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
無
意
識
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
類
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
…
…
［
中
略
］
誤
っ
た
表
象
は
、
こ
の
場
合
で
は
、［
錯
誤
の
：
筆
者
補
足
］
擬
制
と
し
て
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
。
と
は



二
六
〇

い
え
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
、
被
害
者
が
欺
罔
を
現
実
に
看
破
し
、
錯
誤
に
陥
ら
な
か
っ
た
場
合
で
も
、「
事
物
思
考
的
な
共
同
意
識
」
の
概
念
に
よ
っ
て
錯
誤
の
存

在
が
肯
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、
詐
欺
罪
が
自
己
の
（
形
式
的
）
意
思
に
従
っ
た
交
付
・
処
分
行
為
を
構
成
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
の

意
義
が
消
失
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
244
）K

rack （Fn. 221

）, 541. 

こ
こ
で
、K

rack

が
従
来
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
立
場
を
示
す
も
の
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、
行
為
者
が
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の
審
判
員
を
買
収
し
て
、
そ
の

試
合
結
果
に
対
し
て
自
己
に
有
利
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
の
事
実
を
秘
し
て
賭
博
契
約
を
締
結
し
た
、
い
わ
ゆ
るH

oyzer

事
例
で
あ
る
（
本
事
例
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
54
）二
〇
二
頁
以
下
）。
本
事
例
で
は
、
行
為
者
と
応
対
し
た
売
り
場
の
従
業
員
に
お
い
て
は
、
試
合
の
不
正
操
作
を
表
象
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

疑
わ
し
い
の
で
あ
っ
て
、
下
級
審
に
お
い
て
も
、
現
実
に
当
該
従
業
員
が
ど
の
よ
う
な
表
象
を
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
証
拠
評
価
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
245
）H

ecker/H
. F. M

üller, Europäisches Verbraucherleitbild und Schutz vor irreführenden Geschäftspraktiken am
 Beispiel sog. ” Internet–Kostenfallen“ 

aus lauterkeits– und betrugsstrafrechtlicher Sicht, ZW
H

 2014, 329, 334.

（
246
）BGH

St 34, 199, 201 f.  
前
掲
注（
30
）参
照
。

（
247
）
い
わ
ゆ
る
「
非
本
来
的
組
織
犯
罪
（uneigentliches O

rganisationsdelikt

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
犯
罪
行
為
の
実
行
を
も
っ
ぱ
ら
ま
た
は
部
分
的
に
目
的
と
す

る
企
業
内
に
お
い
て
複
数
関
与
者
が
協
働
し
た
際
に
、
広
義
の
共
犯
者
ら
（
共
同
正
犯
、
間
接
正
犯
、
ほ
う
助
犯
）
が
、
当
該
企
業
の
営
業
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
複
数
の
犯
罪
行
為
は
、
企
業
体
と
し
て
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
と
し
て
ド
イ
ツ
刑
法
五
二
条
一
項
に
い
う
所
為
単
一
（T

ateinheit

）
と
し
て
当
該
関
与
者
に
帰
属
さ

れ
る
こ
と
を
さ
す
（vgl. K

rick in: Joecks/M
iebach （H

rsg.

）, M
ünchener K

om
m

entar zum
 Strafgesetzbuch, 2. A

ufl. 2014,§
299 Rn. 41; Sternberg–

Lieben/Bosch in: Schönke/Schröder, Strafgesetzbuch, K
om

m
entar, 29. A

ufl. 2014, V
or§

52 ff., Rn. 17 a

）。

（
248
）Cornelius, Betrugsstrafbarkeit von ” Ping–A

nrufen“, N
JW

 2014, 2054 ff., 2057. 

（
249
）
近
時
、BGH

, Beschul. v. 4. 9. 2014, N
StZ 2015, 98 = K

&
R 2015, 124 = w

istra 2015, 100 

は
、「
錯
誤
を
認
定
す
る
際
に
、
裁
判
所
が
証
人
の
証
言
を
根

拠
と
せ
ず
に
、
外
在
事
情
お
よ
び
一
般
的
な
経
験
則
か
ら
錯
誤
を
導
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
法
的
瑕
疵
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
妥
当
な
判
断
と
は
思
わ

れ
な
い
。

（
250
）Ping–A

nrufe

事
例
の
よ
う
な
場
合
に
、
わ
が
国
で
は
、
さ
ら
に
有
線
電
気
通
信
法
一
五
条
違
反
が
問
題
と
な
る
。

（
251
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
最
高
裁
は
、
街
頭
募
金
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
、
行
為
態
様
、
行
為
の
連
続
性
、
行
為
者
意
思
の
個
数
等
々
か
ら
、
全
体
と
し

て
包
括
一
罪
を
肯
定
し
て
い
る
（
最
決
平
成
二
二
年
三
月
一
七
日
刑
集
六
四
巻
二
号
一
一
一
頁
）。
こ
の
場
合
の
罪
数
関
係
に
関
係
す
る
帰
結
は
別
と
し
て
、
た
し
か
に
、

街
頭
募
金
が
問
題
と
な
る
事
例
で
は
、
被
害
者
ご
と
の
特
定
は
困
難
と
な
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
錯
誤
が
事
実
的
結
果
要
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
錯
誤
の
事
実

的
な
認
定
が
必
須
と
な
り
、
こ
れ
が
確
認
さ
れ
た
限
り
で
既
遂
罪
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
余
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
詐
欺
未
遂
罪
あ
る
い
は
量
刑
上
考
慮

さ
れ
る
（
亀
井
源
太
郎
・
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
〇
［
Ⅰ
］（
法
教
三
六
五
号
別
冊
付
録
）
三
三
頁
）
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に

関
す
る
問
題
は
、
検
討
が
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
た
め
、
競
合
論
を
踏
ま
え
、
再
度
、
他
日
を
期
し
て
検
討
を
試
み
た
い
。



二
六
一

詐
欺
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
確
認
措
置
と
欺
罔
行
為
と
の
関
係
性
（
三
・
完
）（
冨
川
）

（
252
）
こ
の
点
、UGP–RL

と
国
内
法
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
、Ruhs （Fn. 214

）, S. 567 ff.

（
Ｅ
Ｕ
指
令
に
則
し
た
詐
欺
罪
解
釈
全
面
支
持
）；V

ergho （Fn. 
174

）, 86

（
否
定
）; Soyka （Fn. 185

）, 127

（
全
面
支
持
）; H

ecker, Strafbare Produktw
erbung im

 Lichte des Gem
einschaftsrechts ––Europäisierung 

des deutschen T
äuschungsschutzstrafrechts am

 Beispiel des Lebensm
ittel–, W

ettbew
erbs– und Betrugsstrafrechts, 2001

（
部
分
的
支
持
）。

Ｅ
Ｕ
法
が
持
つ
国
内
実
体
刑
法
へ
の
一
般
的
な
影
響
可
能
性
に
つ
い
て
は
、R

önnau/W
egner, Grund und Grenzen des europäischen Rechts auf das 

nationale Strafrecht ––ein Ü
berblick unter Einbeziehung aktueller Entw

ickelungen––, GA
 2013, 561 ff. 

が
詳
し
い
。

（
253
）
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
の
議
論
は
す
で
に
Ⅲ
章
に
て
参
照
し
た
。
わ
が
国
で
も
判
例
・
通
説
は
そ
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
注（
10
）参
照
）。

（
254
）R

uhs （Fn. 214
）, 579.

（
255
）
た
と
え
ば
、
Ⅱ
章
2
⑴
で
取
り
上
げ
た
Ｂ
Ｇ
Ｈ 

一
九
七
九
年
決
定
以
前
に
も
、A

m
elung, Irrtum

 und Zw
eifel des Getäuschten beim

 Betrug, GA
 1977, 

1 ff. 

は
、
す
で
に
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
お
り
、A

m
elung

に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
法
典
の
立
法
者
は
、
軽
信
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
刑
法
上
の
保
護
に
値

す
る
と
の
態
度
決
定
を
示
し
て
い
た
と
い
う
（A

m
elung GA

 1977, 9

）。

（
256
）BGH

 N
StZ–RR 2004, 110, 111.

（
257
）
筆
者
の
み
る
限
り
、「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
を
詐
欺
罪
に
お
い
て
参
照
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
も
の
に
、Bosch （Fn. 176

）, S. 241; Bram
m

sen/A
pel （Fn. 

214

）, 1254; E
rb （Fn. 175

）, 368; A
pel （Fn. 214

）, 584; K
rack （Fn. 221

）, 538; V
ergho （Fn. 174

）, 86; R
önnau/W

egner （Fn. 216

）, 1060. 

こ
れ
に
対
し
て
、

結
論
と
し
て
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
が
詐
欺
罪
に
お
い
て
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
に
、Soyka （Fn. 185

）, 127; Scheinfeld （Fn. 158

）, 167; 
R

uhs （Fn. 214

）, S. 567 ff.; G
aede, D

ie objektive T
äuschungseignung als A

usprägung der objektiven Zurechnung beim
 Betrug, in: H

einrich 
u.a. （H

rsg.

）, FS Roxin zum
 80. Geburtstag, 2011, Bd. 2, S. 967 ff.; N

. M
üller, Strafbarkeit w

egen versuchten Betrugs durch A
nbieten eines 

verdeckt kostenpflichtigen Routenplaner–A
bonnem

ents im
 Internet, N

ZW
iSt 2014, 387; H

ecker/H
. F. M

üller （Fn. 245

）, 329.

（
258
）Bram

m
sen/A

pel （Fn. 214

）, 1255.

（
259
）V

ergho （Fn. 174

）, 87.

（
260
）
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
詐
欺
罪
の
保
護
法
益
を
処
分
自
由
と
捉
え
る
見
解
に
、
た
と
え
ば
、
菊
池
京
子
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
財
産
上
の
損
害
に
つ
い

て
の
一
考
察
（
一
）
東
海
法
学
一
九
号
（
一
九
九
八
年
）
七
七
頁
以
下
、
足
立
友
子
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
欺
罔
行
為
に
つ
い
て
（
五
）」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二
一
五

号
（
二
〇
〇
六
年
）、
三
九
一
頁
以
下
、
四
一
六
頁
。

（
261
）
Ｇ
Ｇ
第
三
条
一
項
「
す
べ
て
の
人
は
法
の
も
と
に
平
等
で
あ
る
。」。

（
262
）V

ergho （Fn. 174

）, 88.

（
263
）V

ergho （Fn. 174

）, 88 f.

（
264
）BGH

 W
RP 2004, 225, 226.



二
六
二

（
265
）BGH

 N
JW

 2014, 2597, Rn. 30.
（
266
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
54
）二
〇
一
頁
以
下
。

（
267
）N

. M
üller （Fn. 257

）, 395.
（
268
）BGH

St 47, 1, 5.

（
269
）N

. M
üller （Fn. 257

）, 395.

（
270
）
近
時
、
わ
が
国
に
お
い
て
、「
当
該
取
引
の
相
手
方
が
事
実
に
反
し
た
想
定
を
惹
起
す
る
一
般
的
な
可
能
性
が
低
い
場
合
に
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
手
方
が

錯
誤
に
陥
っ
て
も
、
そ
れ
は
相
手
方
の
勝
手
な
思
い
込
み
で
あ
っ
て
『
欺
罔
』
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
類
似
の
主
張
を
す
る
も
の
に
、
松
宮
・
前
掲
注（
5
）

五
三
三
頁
以
下
。

（
271
）
客
観
的
欺
罔
適
性
を
客
観
的
帰
属
論
の
な
か
で
中
核
的
な
考
慮
要
素
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
、
こ
の
客
観
的
欺
罔
適
性
を
「
平
均
的
な
消
費
者
」
像
に
照
ら

し
て
判
断
す
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、G

aede （Fn. 257

）, S. 983 ff. 

（
272
）
そ
の
意
味
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
、「
平
均
的
な
消
費
者
像
に
も
、
特
別
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
基
本
的
理
想
像
が
基
礎
と
は
さ
れ
て
い
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、「
状
況
に
応
じ

て
相
当
な
注
意
力
を
持
っ
た
消
費
者
と
い
う
観
点
が
標
準
と
な
る
」と
指
摘
し
て
い
る
点
は
、賛
同
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（BGH

 N
JW

 2014, 2597, Rn. 31

）。
し
か
し
、

後
述
（
本
章
4
）
す
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
取
引
を
行
う
消
費
者
が
、
通
常
取
引
の
場
合
よ
り
も
、
そ
の
判
断
能
力
や
注
意
力
の
点
で
劣
っ
た
も
の
と
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

（
273
）A

bo

事
例
で
そ
の
よ
う
に
主
張
す
る
も
の
に
、H

ecker/H
. F. M

üller （Fn. 245

）, 331. Ping–A
nrufe

事
例
で
は
、E

iden （Fn. 202

）, 867.

（
274
）N

. M
üller （Fn. 257

）, 400

は
こ
の
事
情
を
重
視
し
て
、「
個
人
デ
ー
タ
の
記
入
が
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
利
用
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
適
切
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。

（
275
）H

atz, D
ie Strafbarkeit von sog. ” A

bofallen“ im
 Internet, JA

 2012, 186, 188. 

ま
た
、O

LG Frankfurt a.M
. N

JW
 2011, 398, 401. 

（
276
）BGH

 N
JW

 2014, 2596, Rn. 17.

（
277
）LG Frankfurt a.M

. K
 &

 R 2009, 348, 350.

（
278
）H

ecker/H
. F. M

üller （Fn. 245

）, 331.

（
279
）H

ecker/H
. F. M

üller （Fn. 245

）, 331.

（
280
）O
LG Frankfurt a.M

. N
JW

 2011, 398, 400, Rn. 40.

（
281
）N

. M
üller （Fn. 257

）, 395. H
ecker/H

. F. M
üller （Fn. 245

）, 331

も
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
知
的
能
力
が
平
均
的
な
消
費
者
よ
り
も
低
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
ま
っ
た
く
想
定
さ
れ
え
な
い
」
と
す
る
。

（
282
）
前
述
の
よ
う
に
、Ping–A

nrufe

事
例
に
お
い
て
は
、
説
明
価
値
の
内
容
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
願
望
と
把
握
さ
れ
る
べ
き
か
、
定
額
以
上
の
通
話
料
金
が
発
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冨
川
）

生
し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
争
い
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
こ
の
着
信
専
用
番
号
を
発
信
番
号
と
し
て
不
在
着
信
リ
ス
ト
に
残
す
こ
と
自
体
が
欺
罔
行

為
と
い
え
る
（Cornelius （Fn. 248

）, 2057; K
unkel jurisPR–StrafR 16/2014 A

nm
. 2

）。

（
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）


